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中
国
研
究
集
刊
雲
号
（
総
お
号
）
平
成
十
六
年
六
月
五
六
八
三
頁

春
秋
経
惇
集
解
誇
稿
績
篇

ー
上
畏
公
二
十
五
年

（七）

〔
裏
公
二
十
五
年
〕

圏
二
十
有
五
年
春
膏
崖
粁
帥
師
伐
我
北
部

圏
夏
五
月
乙
一
亥
費
窪
行
拭
其
君
光

＠
耐
用
侯
は
、
盟
主
に
背
い
た
け
れ
ど
も
、
民
に
酎
し
て
無
道
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
臣
（
の
名
）
を
書
い
て
、
窪
行
を
罪
責
し

た
の
で
あ
る
。

附
宣
公
十
年
「
突
巳
陳
夏
徴
許
試
其
君
卒
園
」
の
注
に
「
霊
公
悪
不

加
民
故
橋
臣
以
拭
」
と
あ
る
。
な
お
、
同
四
年
の
惇
文
に
「
九

拭
君
稿
君
君
無
道
也
稽
臣
臣
之
罪
也
」
と
あ
り
、
注
に

「
稿
君
謂
唯
書
君
名
而
稿
園
以
拭
言
衆
所
共
紹
也
稿
臣
者

謂
書
拭
者
之
名
以
示
来
世
終
馬
不
義
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

山石

本

憲

司

圏
公
舎
晋
侯
宋
公
衛
侯
鄭
伯
曹
伯
菖
子
都
子
牒
子
辞
伯
杷
伯
小
都
子

子
夷
儀

圏
六
月
壬
子
鄭
公
孫
合
之
帥
師
入
陳

＠
子
産
の
（
順
首
な
）
言
い
分
に
よ
れ
ば
、
陳
は
不
義
で
あ
っ
た
た

め
に
攻
め
込
ま
れ
た
か
ら
、
合
之
に
釘
し
て
識
り
が
な
い
〔
「
人
」

と
稿
し
て
い
な
い
〕
の
で
あ
る
。
（
な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
）
『
樟
例
』
に
詳
し
い
。

附
疏
に
引
く
『
稗
例
』
に
「
陳
禁
楚
之
輿
圃
鄭
欲
求
親
於
音

故
伐
而
入
之
晋
士
荘
伯
詰
其
侵
小

E
問
陳
之
罪
子
産
苔
以

東
門
之
役
故
見
於
識
及
其
侵
禁
既
無
音
命
叉
無
直
辞

君
死
主
少
興
師
以
求
娼
於
音
義
取
蹴
略
不
能
以
徳
懐
親

叉
不
能
以
直
報
忽
故
二
大
夫
異
於
子
産
也
陳
之
見
伐
本
以

助
晋
晋
不
逆
労
而
以
法
詰
之
得
盟
主
逼
理
故
仲
尼
日
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晋
馬
伯
鄭
入
陳
非
文
酔
不
昂
功
善
之
也
」
と
あ
る
。
な
お
、

下
の
侍
文
に
「
鄭
子
産
献
捷
子
音
戎
服
牌
事
晋
人
間
陳
之
罪

封
日
（
中
略
）
今
陳
忘
周
之
大
徳
蔑
我
大
恵
棄
我
姻
親

介
侍
楚
衆
以
愚
陵
我
倣
邑
不
可
億
逗
我
是
以
有
往
年
之
告

未
獲
成
命
則
有
我
東
門
之
役
嘗
陳
障
者
井
埋
木
刊
（
中

略
）
晋
人
日
何
故
侵
小
針
目
先
王
之
命
唯
罪
所
在
各

致
其
辞
（
中
略
）
土
荘
伯
不
能
詰
復
於
超
文
子
文
子
日
其

酔
順
犯
順
不
鮮
乃
受
之
」
と
あ
る
。
ま
た
、
八
年
「
鄭
人

侵
禁
獲
禁
公
子
製
」
の
注
に
「
鄭
子
園
稿
人
刺
其
無
故
侵
禁

以
生
園
患
」
と
あ
る
。

圏
秋
八
月
己
巳
諸
侯
同
盟
子
重
丘

＠
（
上
の
）
夷
儀
の
諸
侯
で
あ
る
。
「
重
丘
」
は
、
費
地
で
あ
る
。

「
己
巳
」
は
、
七
月
十
二
日
で
あ
り
、
経
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
。

附
下
の
停
文
に
「
秋
七
月
己
巳
同
盟
子
重
丘
膏
成
故
也
」
と
あ
る
。

圏
公
至
自
舎

＠
俸
は
な
い
。

圏
衛
侯
入
子
夷
儀

＠
「
夷
儀
」
は
、
も
と
那
の
地
で
あ
っ
た
が
、
衛
が
邪
を
滅
し
て
、

衛
の
邑
と
な
っ
て
い
た
。
晋
は
、
衡
の
街
が
園
を
失
っ
た
こ
と
を

あ
わ
れ
み
、
衛
に
命
じ
て
、
街
に
一
口
巴
を
分
け
輿
え
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
「
入
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
（
間
早
に
）
外
か
ら
入
っ
た
と

い
う
表
現
で
あ
っ
て
、
園
が
迎
え
た
場
合
の
例
で
は
な
い
。

附
註
の
前
半
に
つ
い
て
は
、
信
公
元
年
に
「
夏
六
月
邪
遷
子
夷
儀
」

と
あ
り
、
注
に
「
夷
儀
那
地
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
二
十
五
年

に
「
春
王
正
月
丙
午
衛
侯
煉
減
刑
」
と
あ
る
。
ま
た
、
十
四
年
に

「
己
未
衛
候
出
奔
膏
」
と
あ
る
。

注
の
後
半
に
つ
い
て
は
、
疏
に
引
く
『
蒋
例
』
に
「
春
秋
稿
入

其
例
有
二
施
於
師
肱
則
日
不
地
在
於
蹄
復
則
日
圃
逆

園
逆
叉
以
立
馬
例
逆
市
不
立
則
皆
非
例
所
及
諸
在
例
外
稿

入
直
是
自
外
入
内
記
事
者
常
酔
義
無
所
取
而
買
氏
雄
夫

人
萎
氏
之
入
皆
以
屑
例
如
此
甚
多
」
と
あ
る
。
な
お
、
成
公

十
八
年
の
停
文
に
「
九
去
其
園
園
逆
而
立
之
日
入
」
と
あ
る
。
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園
楚
屈
建
帥
師
減
野
鳩

＠
俸
は
、
衛
侯
が
夷
儀
に
入
っ
た
こ
と
の
上
に
あ
る
の
に
、
経
が
下

に
あ
る
の
は
、
赴
告
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

附
下
の
停
文
に
「
八
月
楚
減
辞
鳩
」
と
あ
り
、

入
子
夷
儀
」
と
あ
る
。

つ
い
で
、
「
衛
献
公

圏
各
鄭
公
孫
夏
帥
師
伐
陳

＠
陳
が
依
然
と
し
て
服
従
し
な
か
っ
た
（
か
ら
で
あ
る
）
。

附
上
に
「
六
月
壬
子
鄭
公
孫
含
之
帥
師
入
陳
」
と
あ
る
。



圏
十
有
二
月
呉
子
逼
伐
楚
門
子
集
卒

＠
「
逼
」
は
、
諸
奨
で
あ
る
。
集
の
牛
臣
に
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
減
」
と
書
い
て
い
な
い
の
は
楚
人
が
そ
の
戸
を
獲
得
で
き
ず
、

呉
が
「
卒
」
と
し
て
赴
告
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
（
名
を
書
い

て
い
る
の
は
）
同
盟
は
し
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
名
を
も
っ

て
赴
告
し
て
き
た
（
か
ら
で
あ
る
）
。

附
注
の
「
遇
諸
奨
也
魚
川
果
牛
臣
所
殺
」
に
つ
い
て
は
、
下
の
停

文
に
「
十
二
月
呉
子
諸
奨
伐
楚
（
中
略
）
呉
子
門
罵
牛
臣
隠
於

短
措
以
射
之
卒
」
と
あ
る
。

佳
の
「
不
書
減
者
楚
人
不
獲
其
戸
呉
以
卒
告
」
に
つ
い
て
は
、

昭
公
二
十
三
年
の
停
文
に
「
書
日
胡
子
党
沈
子
逗
減
獲
陳
夏
醤

君
臣
之
辞
也
」
と
あ
り
、
注
に
「
園
君
枇
理
之
主
輿
宗
廟

共
其
存
亡
者
故
橋
減
大
夫
軽
故
日
獲
獲
得
也
」
と
あ

り
、
そ
の
疏
に
引
く
『
稗
例
』
に
「
園
君
者
吐
理
之
主
百
姓

之
望
嘗
輿
杜
榎
宗
廟
共
其
存
亡
者
也
而
見
獲
於
敵
困
難
存

若
亡
死
之
輿
生
皆
輿
滅
同
故
田
胡
子
即
死
沈
子
逗
減
諸
以

戦
傷
死
雄
敗
績
而
不
見
檎
故
経
皆
不
日
減
」
と
あ
る
。
な
お
、

公
羊
惇
文
に
「
傷
而
反
未
至
平
合
而
卒
由
」
と
あ
り
、
穀
梁
侍

文
に
「
有
矢
創
反
舎
而
卒
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

注
の
「
未
同
盟
而
赴
以
名
」
に
つ
い
て
は
、
信
公
二
十
三
年
の
惇

文
に
「
赴
以
名
則
亦
書
之
」
と
あ
り
、
注
に
尋
問
未
同
盟
」
と
あ

る
圃
二
十
五
年
春
野
崖
粁
帥
師
伐
我
北
部
以
報
孝
伯
之
師
也

＠
前
年
に
、
魯
が
、
孟
孝
伯
に
命
じ
て
、
音
の
た
め
に
習
を
伐
た
せ

た。
附
二
十
四
年
の
停
文
に
「
孟
孝
伯
侵
膏
晋
故
也
」
と
あ
る
。

圃
公
患
之
使
告
子
音
孟
公
紳
日
崖
子
将
有
大
志

＠
君
を
試
す
る
こ
と
に
闘
心
が
向
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
孟
公
紳
」
は
、
魯
の
大
夫
で
あ
る
。

附
二
十
三
年
の
惇
文
に
「
陳
文
子
見
崖
武
子
日
時
如
君
何
武

子
日
吾
言
於
君
君
弗
聴
世
以
属
盟
主
市
利
其
難
重
臣

若
急
君
於
何
有
」
と
あ
り
、
注
に
「
言
有
急
不
能
顧
君
欲
拭

之
以
説
晋
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
論
語
』
憲
問
「
子
日
孟
公
紳

馬
超
親
老
則
優
不
可
以
馬
牒
醇
大
夫
」
の
〈
集
解
〉
に
「
孔
日

公
紳
魯
大
夫
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圏
不
在
病
我
必
速
蹄
何
患
罵
其
来
由
不
冠

＠
冠
害
を
輿
え
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

附
『
目
氏
春
秋
』
孟
春
紀
〈
貴
公
〉
「
大
兵
不
冠
」
の
高
誼
に
「
冠

害
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
使
民
不
巌

＠
民
の
散
心
を
買
お
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

圃
異
於
他
日
膏
師
徒
蹄
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＠
「
徒
」
は
、
空
で
あ
る
。

附
『
園
五
巴
晋
一
訪
問
六
「
諸
臣
之
委
室
市
徒
退
者

注
に
「
徒
空
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

牌
血
（
幾
人
」
の
章

圃
献
立
呆
公
之
妻
東
郭
健
之
姉
也

＠
「
業
公
」
は
、
賓
の
裳
邑
の
大
夫
で
あ
る
。

附
『
史
記
』
膏
世
家
「
葉
公
妻
好
」
の
〈
集
解
〉
に
「
買
達
日

公
膏
業
邑
大
夫
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
東
郭
僅
臣
崖
武
子
葉
公
死
僅
御
武
子
以
弔
鷲
見
業
萎
而
美

之
＠
そ
の
美
貌
に
魅
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

圃
使
値
取
之

＠
自
分
の
た
め
に
要
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

圃
値
目
男
女
排
姓

＠
「
緋
」
は
、
別
で
あ
る
。

附
二
十
八
年
及
び
昭
公
元
年
の
惇
文
「
男
女
緋
姓
」
の
誼
に
、
同
文

が
み
え
る
。
な
お
、
『
周
檀
』
天
官
の
結
官
「
排
方
正
位
」
の
注

に
「
排
別
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
今
君
出
自
丁

＠
賓
の
了
公
が
、
崖
粁
の
組
で
あ
る
。

附
『
史
記
』
膏
世
家
に
「
蓋
太
公
之
卒
百
有
絵
年

と
あ
る
の
を
参
照
。

子
丁
公
呂
佐
立
」 ~ 

米

圃
臣
出
自
桓
不
可

＠
膏
の
桓
公
小
白
が
、
東
郭
値
の
組
で
あ
る
。
同
じ
く
萎
姓
だ
か
ら
、

結
婚
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

圃
武
子
箆
之
遇
国
＝
＝
一

＠
下
が
攻
〔
一
き
で
上
が
党
〔
＝
一
〕
の
が
、
「
困
」
（
三
き
で
あ
る
。

圃
之
大
通
＝
＝
一

＠
下
が
巽
〔
＝
一
〕
で
上
が
免
〔
三
〕
の
が
、
「
大
過
」
〔
E

き
で
あ
る
。

「
困
」
の
六
一
二
〔
下
か
ら
三
番
目
の
ニ
が
（
一
に
）
轡
じ
て
「
大

過
」
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

圃
史
皆
日
吉

＠
佳
子
に
お
も
ね
っ
た
の
で
あ
る
。

附
疏
に
「
服
慶
云
皆
二
卦
」
と
あ
る
。

圃
示
陳
文
子
文
子
日
夫
従
風

＠
吹
は
中
男
で
あ
る
か
ら
、
「
夫
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
境

じ
て
巽
と
な
る
か
ら
、
「
風
に
従
う
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

附
『
易
』
説
卦
に
「
攻
再
索
而
得
男
故
謂
之
中
男
」
と
あ
り
、
ま

た
、
「
巽
（
中
略
）
矯
風
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

園
風
聞
妻
不
可
要
也

＠
風
は
、
よ
く
物
を
聞
落
さ
せ
る
者
で
あ
る
。
塑
じ
て
聞
落
さ
せ
る

か
ら
、
「
妻
は
要
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

附
異
説
と
し
て
、
陸
禁
『
左
惇
附
誼
』
に
「
此
嘗
以
風
間
妻
矯
句

言
夫
則
従
風
風
能
関
妻
也
」
と
あ
る
。
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圃
且
其
説
日
因
子
石
操
子
漠
禁

＠
〈
困
〉
の
六
三
の
支
鮮
で
あ
る
。

圃
困
子
石
佐
不
潜
也

＠
攻
は
、
険
で
あ
り
、
水
で
あ
る
。
水
（
中
）
の
険
な
る
者
は
、
石

で
あ
り
、
動
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

附
『
易
』
〈
吹
〉
の
象
に
「
習
攻
重
険
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

ま
た
、
説
卦
に
「
故
属
水
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
操
子
漠
禁
所
持
傷
也

＠
吹
は
、
険
で
あ
り
、
免
は
、
津
で
あ
る
。
津
が
生
み
出
す
物
の
う

ち
で
、
険
な
る
者
は
、
震
禁
で
あ
り
、
こ
れ
を
侍
み
に
す
れ
ば
、

傷
つ
け
ら
れ
る
。

附
『
易
』
説
卦
に
「
免
魚
津
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ま
た
、
『
爾
雅
』

碍
草
に
「
茨
漠
梨
」
と
あ
り
、
郭
注
に
「
布
地
蔓
生
細
葉

子
有
三
角
刺
人
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
入
子
其
宮
不
見
其
妻
凶
無
所
蹄
也

＠
『
易
』
に
「
困
し
む
べ
き
で
な
い
の
に
困
し
め
ば
、
名
が
必
ず

辱
し
め
ら
れ
、
撮
る
べ
き
で
な
い
の
に
操
れ
ば
、
身
が
必
ず
危
く

な
る
。
辱
し
め
ら
れ
る
う
え
に
危
く
な
れ
ば
、
死
期
は
近
い
。
妻

に
舎
う
こ
と
な
ど
出
来
よ
う
か
」
〔
繋
軒
下
〕
と
あ
る
。
今
こ
こ

で
、
昏
を
卜
し
て
こ
の
卦
に
遇
い
、
（
そ
の
）
六
三
が
位
を
失
し
、

臆
ず
る
相
手
が
な
い
、
と
す
れ
ば
、
そ
の
妻
を
な
く
し
、
身
の
お

ち
つ
け
所
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

入
子
其
宮

不
見
其
妻

附
注
の
「
失
位
」
に
つ
い
て
は
、
疏
に
「
六
三
以
陰
居
陽
位
是
失

位
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
王
弼
注
に
「
三
以
陰
居
陽
」
と
あ
る
の

を
参
照
。
ま
た
、
朱
票
『
周
易
本
義
』
に
「
陰
柔
而
不
中
正
」
と

あ
る
の
を
参
照
。

注
の
「
無
庭
」
に
つ
い
て
は
、
疏
に
「
三
臆
在
上
上
亦
陰
支

是
無
臆
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
王
弼
注
に
「
走
麿
而
入
」
と
あ
る

の
を
参
照
。
ま
た
、
朱
喜
…
『
周
易
本
義
』
に
「
宮
謂
三
一
而
妻
則

六
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

注
の
「
喪
其
妻
」
に
つ
い
て
は
、
二
十
七
年
の
停
文
に
「
其
妻
結
」

と
あ
る
。

圃
崖
子
日
欝
也
何
害
先
夫
首
之
失

＠
寡
婦
を
「
欝
」
と
い
う
。
業
公
が
も
う
す
で
に
こ
の
凶
に
嘗
た
つ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

附
昭
公
十
九
年
の
偉
文
「
己
馬
欝
婦
」
の
注
に
「
寡
婦
馬
欝
」
と
あ

り
、
同
二
十
四
年
の
停
文
「
欝
不
憧
其
緯
」
の
注
に
「
欝
寡
婦

也
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
孔
子
家
語
』
好
生
「
鄭
之
麓
婦
」
の
王

帝
誼
に
「
麓
寡
婦
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

園
遊
取
之
荘
公
通
罵
蝶
如
崖
氏
以
崖
子
之
冠
賜
人
侍
者
日

不
可
公
日
不
居
間
崖
子
其
無
冠
乎

＠
山
佳
子
で
な
く
て
も
、
冠
は
富
然
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

守令。

附
異
説
と
し
て
、
食
楢
『
霊
経
卒
議
』
に
「
杜
説
不
了

凶
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句
讃
故
也
此
富
以
公
日
不
紹
句
公
日
不
猶
孟
子
日
否
乃

甚
不
然
之
鮮
不
興
否
古
字
通
也
馬
崖
子
（
句
）
其
無
冠
乎

言
既
震
崖
子
宣
患
無
冠
吾
以
其
冠
賜
人
於
崖
子
無
損

也
」
と
あ
る
。

圃
佳
子
園
是

＠
こ
れ
に
よ
っ
て
公
を
恨
ん
だ
。

圃
叉
以
其
間
伐
晋
也

＠
（
公
が
）
晋
の
内
紛
に
つ
け
こ
ん
で
、
こ
れ
を
伐
っ
た
。

附
二
十
三
年
の
停
文
に
「
自
衛
時
進
伐
晋
（
中
略
）
崖
秤
諌
日
不

可
臣
聞
之
小
園
聞
大
園
之
敗
市
段
駕
必
受
其
答
君
其
圃

之
弗
聴
（
中
略
）
膏
侯
途
伐
晋
」
と
あ
る
。

圃
日
晋
必
将
報
欲
拭
公
以
説
子
音
而
不
獲
間
公
鞭
侍
人
買

翠
市
叉
近
之
乃
矯
崖
子
間
公

＠
公
の
す
き
を
う
か
が
っ
た
。

附
『
史
記
』
古
川
両
世
家
「
馬
崖
梓
聞
公
」
の
〈
集
解
〉
に
「
服
度
日

伺
公
開
隙
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
夏
五
月
菖
僑
且
子
之
役
故
菖
子
朝
子
野

＠
「
E
子
の
役
」
は
、
二
十
三
年
に
あ
る
。

附
二
十
三
年
の
偉
文
に
「
費
侯
還
自
晋
不
入

子
」
と
あ
る
。

圃
甲
成
饗
諸
北
郭
崖
子
稿
疾
不
硯
事

＠
公
を
来
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

進
襲
菖

門
子
且

圃
乙
一
亥
公
問
屋
子

＠
病
気
を
見
舞
っ
た
の
で
あ
る
。

附
『
史
記
』
費
世
家
に
「
公
開
崖
梓
病
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
途
従
萎
氏
萎
入
子
室
輿
佳
子
自
側
戸
出
公
的
極
而
歌

＠
歌
を
う
た
っ
て
、
萎
に
合
圃
し
た
の
で
あ
る
。

附
『
史
記
』
費
世
家
「
公
擁
柱
而
歌
」
の
〈
集
解
〉
に
「
服
度
日

公
以
馬
萎
氏
不
知
己
在
外
故
歌
以
命
之
由
一
日
公
自
知
見

欺
恐
不
得
出
故
歌
以
自
悔
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
侍
人
買
翠
止
衆
従
者
而
入
閉
門

＠
崖
子
の
た
め
に
公
を
閉
じ
込
め
た
の
で
あ
る
。
か
さ
ね
て
「
侍
人
」

と
言
っ
て
い
る
の
は
、
下
の
「
買
翠
」
と
匝
別
す
る
た
め
で
あ
る
。

附
上
の
停
文
に
「
公
鞭
侍
人
買
翠
」
と
あ
り
、
下
の
侍
文
に
「
買
邸
中

州
紳
師
師
公
孫
殻
封
具
鐸
父
一
袈
伊
慢
埋
皆
死
」
と
あ
る
。

圃
甲
興
公
登
蓋
而
請
弗
許

＠
逃
し
て
く
れ
る
よ
う
請
う
た
の
で
あ
る
。

附
『
史
記
』
膏
世
家
に
「
公
登
蓋
市
請
解
不
許
」
と
あ
る
の
を
参

昭
、

圃
請
盟
弗
許
請
自
刀
於
廟
弗
許

＠
廟
に
も
ど
っ
て
自
殺
す
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

附
停
文
の
「
勿
許
」
の
「
勿
」
は
、
諸
本
に
従
っ
て
、
「
弗
」
に
改

め
る
。

圃
皆
目

君
之
臣
杯
疾
病
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＠
自
身
で
じ
か
に
公
の
命
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

附
『
史
記
』
膏
世
家
「
不
能
聴
命
」
の
〈
集
解
〉
に
「
服
度
目
言

不
能
親
聴
公
命
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
近
於
公
宮

＠
崖
子
の
宮
は
公
の
宮
に
近
い
か
ら
、
く
せ
者
が
公
の
名
を
か
た
る

か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

附
『
史
記
』
費
世
家
「
近
於
公
宮
」
の
〈
集
解
〉
に
「
服
度
目
崖

梓
之
宮
、
近
公
宮
淫
者
或
詐
稿
公
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
陪
臣
干
開
有
淫
者
不
知
二
命

＠
「
干
揮
」
は
、
夜
ま
わ
り
で
あ
る
。
夜
ま
わ
り
し
て
、
く
せ
者
を

み
つ
け
れ
ば
、
崖
子
の
命
に
よ
っ
て
こ
れ
を
討
つ
だ
け
で
、
他
の

命
は
受
け
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

附
昭
公
二
十
年
の
停
文
「
賓
将
諏
」
の
佳
に
「
師
行
夜
」
と
あ
る
。

な
お
、
『
説
文
』
に
「
諏
夜
戒
守
有
所
撃
（
中
略
）
春
秋
停
日

賓
将
諏
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

な
お
、
異
説
と
し
て
、
〈
理
作
文
〉
に
「
服
本
作
諏
」
と
あ
り
、
疏

に
「
服
度
云
一
日
干
汗
也
諏
謀
也
言
受
佳
子
命
汗

禦
謀
淫
之
人
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
爾
雅
』
樟
詰
に
「
諏

謀
也
」
と
あ
る
。

圃
公
蹄
脂
叉
射
之
中
股
反
隊

孫
故
封
具
鐸
父
裏
伊
慢
埋
皆
死

選
試
之

買
胸
中
州
悼
師
師
公

＠
八
子
は
、
い
づ
れ
も
み
な
、
膏
の
勇
力
の
臣
で
、
公
に
寵
愛
さ
れ

て
い
た
者
で
あ
り
、
公
と
い
っ
し
ょ
に
崖
子
の
宮
で
死
ん
だ
の
で

あ
る
。

附
二
十
一
年
の
偉
文
に
「
童
反
州
紳
那
醐
勇
士
由
」
と
あ
る
。

圃
祝
佐
父
祭
於
高
唐

＠
高
唐
に
賓
の
別
廟
が
あ
っ
た
。

圃
至
復
命
不
説
弁
而
死
於
崖
氏

＠
（
「
弁
」
は
）
爵
弁
で
、
祭
服
で
あ
る
。

圃
申
醐
侍
漁
者

＠
「
侍
漁
」
は
、
魚
を
取
る
こ
と
を
監
督
す
る
官
で
あ
る
。

圃
退
謂
其
宰
日
爾
以
常
克

＠
「
奴
巾
」
は
、
宰
の
妻
子
で
あ
る
。

附
文
公
六
年
の
侍
文
「
宣
子
使
興
開
迭
其
稽
」
の
注
に
「
招
巾
妻
子

也
」
と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。

な
お
、
異
説
と
し
て
、
安
井
衡
『
左
惇
輯
樟
』
に
「
奴
巾
蓋
制
之
妻

子
」
と
あ
る
。

圃
我
牌
死
其
宰
日
克
是
反
子
之
義
也
輿
之
皆
死

＠
君
に
殉
ず
る
と
い
う
義
に
そ
む
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

圃
崖
氏
殺
融
蔑
子
平
陰

＠
「
融
蔑
」
は
、
平
陰
の
大
夫
で
、
公
の
お
気
に
入
り
で
あ
る
。
停

は
、
荘
公
が
（
日
頃
）
養
っ
て
い
た
の
は
園
士
（
逸
材
〕
で
は
な

か
っ
た
か
ら
、
難
に
殉
じ
た
の
は
、
い
づ
れ
も
み
な
、
公
の
お
気
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に
入
り
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

附
成
公
十
七
年
の
偉
文
に
「
晋
属
公
修
多
外
壁
」
と
あ
り
、
注
に

「
外
壁
愛
幸
大
夫
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
十
六
年
の
惇
文
に
「
園

士
在
且
厚
不
可
富
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
昭
公
三
年
の
惇
文

に
「
燕
簡
公
多
壁
寵
」
と
あ
る
。

圃
曇
子
立
於
崖
氏
之
門
外

＠
難
を
聞
い
て
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

附
『
史
記
』
膏
世
家
「
目
安
嬰
立
崖
粁
門
外
」
の
〈
集
解
〉
に
「
買
達

日
間
難
而
来
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
其
人
日
死
平
日
濁
吾
君
也
平
哉
吾
死
也

＠
自
分
は
衆
臣
と
違
い
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

圃
日
行
乎
日
吾
罪
也
平
哉
吾
亡
也

＠
自
ら
罪
が
な
い
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

圃

日

婦

平

日

君

死

安

閑

＠
ど
う
し
て
蹄
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

圏
君
民
者
宣
以
陵
民
枇
稜
是
主
臣
君
者
宣
活
其
口
賓
枇

種
是
養

＠
君
は
い
た
つ
ら
に
民
の
上
に
居
ら
ず
、
臣
は
い
た
づ
ら
に
椋
を
求

め
ず
、
い
づ
れ
も
み
な
、
一
位
榎
の
た
め
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

附
上
の
惇
文
「
膏
師
徒
輯
」
の
注
に
「
徒

圃
故
君
馬
杜
穣
死
則
死
之
馬
枇
稜
亡

＠
公
義
を
も
っ
て
死
ん
だ
り
亡
命
し
た
り
す
る
こ
と
を
い
う
。

附
『
史
記
』
旗
門
世
家
「
君
馬
杜
程
死
則
死
之
馬
吐
程
亡
則
亡

之
」
の
〈
集
解
〉
に
「
服
度
目
謂
以
公
義
屑
吐
裡
死
亡
也
如

是
者
臣
亦
随
之
死
亡
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
若
馬
己
死
而
馬
己
亡
非
其
私
暗
誰
敢
任
之

＠
「
私
瞳
」
は
、
親
愛
さ
れ
て
い
る
者
（
君
の
お
気
に
入
り
〕
で
あ

る
。
親
愛
さ
れ
て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
、
君
の
た
め
に
そ
の
耐
に

嘗
た
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

附
信
公
二
十
四
年
の
惇
文
「
曜
近
尊
賢
」
の
注
に
「
暗
親
也
」
と

あ
る
。
な
お
、
『
史
記
』
膏
世
家
「
若
馬
己
死
己
亡
非
其
私
瞳

誰
敢
任
之
」
の
〈
集
解
〉
に
「
服
度
目
言
君
自
以
己
之
私
欲

取
死
亡
之
嗣
則
私
近
之
臣
所
嘗
任
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ま

た
、
『
国
語
』
晋
語
六
「
大
其
私
暗
而
盆
婦
人
田
」
の
章
注
に
「
曜

近
也
私
近
謂
壁
臣
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
E
人
有
君
而
試
之
吾
罵
得
死
之
而
鷲
得
亡
之

＠
自
分
は
正
卿
で
は
な
く
、
待
遇
が
衆
臣
と
這
わ
な
い
か
ら
、
君
の

難
に
殉
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

附
上
の
停
文
「
濁
吾
君
也
平
哉
吾
死
也
」
の
注
に
「
言
己
輿
衆
臣

無
異
」
と
あ
る
。

圃
将
庸
何
輯

⑪
死
亡
の
義
を
用
い
よ
う
と
し
て
も
（
死
ん
だ
り
亡
命
し
た
り
し
ょ

う
と
し
て
も
〕
、
そ
の
趣
意
が
ど
こ
に
も
見
つ
か
ら
な
い
、
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。

附
荘
公
十
四
年
の
傍
文
「
市
謀
召
君
者
庸
非
二
平
」
の
誼
に
「
庸

用
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。
ま
た
、
王
引
之
『
経

義
述
聞
』
に
「
社
説
非
也
吾
罵
得
死
之
而
鷲
得
亡
之
承
上
吾

死
也
吾
亡
也
市
言
将
庸
何
時
則
承
上
君
死
安
闘
市
言
杜
＃

両
一
意
昂
一
意
而
以
庸
魚
用
開
負
師
趣
失
其
旨
矢
時
庸
何

蹄
者
時
何
蹄
也
庸
亦
何
也
何
輝
之
局
庸
何
蹄
猫
何
傷
之

震
庸
何
傷
安
知
之
昂
庸
安
知
誼
知
之
馬
庸
誼
知
執
能
之
馬

庸
軌
能
也
解
者
多
訓
庸
魚
用
故
義
不
可
通
」
と
あ
る
の
を
参

河口内。

圃
門
啓
而
入
枕
「
股
而
突

＠
公
の
戸
（
し
か
は
ね
〕
を
自
分
の
股
〔
ひ
ざ
〕
に
枕
さ
せ
た
。

附
信
公
二
十
八
年
の
停
文
「
枕
之
股
而
突
」
の
注
に
「
公
以
叔
武
戸

枕
其
股
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
史
記
』
古
川
用
世
家
に
「
枕
公
戸
而
突
」

と
あ
る
の
を
参
照
。
ま
た
、
『
目
安
子
春
秋
』
内
篇
雑
上
に
「
枕
君

戸
而
突
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
興
三
踊
而
出
人
謂
山
佳
子
必
殺
之
佳
子
日
民
之
望
也

合
之
得
民

＠
「
含
」
は
、
置
〔
放
っ
て
お
く
〕
で
あ
る
。

附
『
史
記
』
古
川
円
世
家
「
舎
之
得
民
」
の
〈
集
解
〉
に
「
服
度
目

置
之
所
以
得
人
心
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圏
直
涌
突
奔
晋
王
何
奔
菖

＠
二
子
は
、
荘
公
の
箪
…
向
円
で
あ
る
。
二
十
八
年
の
、
慶
舎
〔
子
之
〕

を
殺
し
た
こ
と
、
の
た
め
に
本
を
張
っ
た
の
で
あ
る
。

附
二
十
八
年
の
傍
文
に
「
直
蒲
突
白
後
刺
子
之
王
何
以
支
撃
之

解
其
左
肩
猶
援
廟
楠
動
於
聾
以
姐
査
投
殺
人
而
後
死
」

と
あ
る
。
な
お
、
注
の
「
三
十
八
年
」
の
「
一
三
は
、
諸
本
に
従

っ
て
、
「
一
こ
に
改
め
る
。

圃
叔
孫
宣
伯
之
在
費
也

＠
「
宣
伯
」
は
、
魯
の
叔
孫
僑
如
で
、
成
公
十
六
年
に
膏
に
奔
っ
た
。

附
成
公
十
六
年
に
「
多
十
月
乙
一
亥
叔
孫
僑
如
出
奔
膏
」
と
あ
る
。

圃
叔
孫
還
納
其
女
於
霊
公
壁
生
且
黒
公

＠
「
還
」
は
、
古
川
円
の
葦
公
子
で
、
宣
伯
の
む
す
め
を
霊
公
に
い
れ
た
。

圃
丁
丑
崖
押
立
市
相
之
慶
封
負
左
相
盟
園
人
於
大
宮

＠
「
大
宮
」
は
、
大
公
〔
賓
の
組
〕
の
廟
で
あ
る
。

附
宣
公
三
年
の
惇
文
「
盟
子
大
宮
而
立
之
」
等
の
注
に
「
大
宮
鄭

組
廟
」
と
あ
る
。

圃
日
所
不
興
崖
慶
者
曇
子
仰
天
歎
日
嬰
所
不
唯
忠
於
君
利
杜

寝
者
是
輿
有
如
上
一
帝
一
乃
猷

＠
盟
書
に
は
（
本
来
）
「
所
不
興
崖
慶
者
有
如
上
一
帝
一
」
と
あ
っ
た

の
だ
が
、
こ
の
書
を
謂
み
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
目
安
子
は
、
横
か

ら
口
を
出
し
て
そ
の
言
葉
を
か
え
、
そ
の
上
で
自
ら
血
を
す
す
っ

た
の
で
あ
る
。

圃
辛
巴
公
輿
大
夫
及
菖
子
盟
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＠
菖
子
は
、
費
に
朝
し
て
、
山
雀
梓
が
乱
を
お
こ
す
の
に
遭
遇
し
、
ま

だ
立
ち
去
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
景
公
と
盟
っ
た

の
で
あ
る
。

附
上
の
停
文
に
「
夏
五
月
菖
第

E
子
之
役
故
菖
子
朝
子
膏
」
と
あ

る。

圏
大
史
書
日
崖
仔
拭
其
君
山
佳
子
殺
之
其
弟
嗣
書
市
死
者
二

人
＠
「
嗣
」
は
、
績
で
あ
る
。
前
と
あ
わ
せ
て
、
三
人
の
死
者
が
出
た
。

附
桂
の
「
嗣
績
也
」
に
つ
い
て
は
、
十
九
年
の
停
文
「
所
不
嗣
事

子
費
者
有
如
河
」
等
の
注
に
、
同
文
が
み
え
る
。
な
お
、
そ
の

附
を
参
照
。

圃
其
弟
叉
書
乃
含
之
南
史
氏
聞
大
史
蓋
死
執
簡
以
佐
聞
既

書
A

矢
乃
還

＠
停
は
、
耐
用
に
直
史
が
い
た
お
か
げ
で
、
崖
朽
の
罪
が
知
れ
わ
た
っ

た
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

附
『
儀
躍
』
抽
明
暗
「
百
名
以
上
書
於
策
」
の
疏
に
「
服
度
誼
左
氏
云

古
文
家
書
一
簡
八
分
字
」
と
あ
る
。

圃
闇
丘
嬰
以
雌
縛
其
妻
而
載
之
輿
申
鮮
虞
乗
而
出

＠
二
子
は
、
荘
公
の
近
臣
で
あ
る
。

圃
鮮
虞
推
而
下
之

＠
嬰
の
妻
を
お
ろ
し
た
の
で
あ
る
。

圃
日
君
昏
不
能
匡
危
不
能
救

死
不
能
死

市
知
匿
其
瞳

＠
「
匿
」
は
、
蔵
〔
か
く
す
〕
で
あ
る
。
「
幅
一
」
は
、
親
で
あ
る
。

附
注
の
「
匿
臓
也
」
に
つ
い
て
は
、
宣
公
十
五
年
の
侍
文
に
「
山

薮
臓
疾
理
論
匿
暇
」
と
あ
り
、
注
に
「
匿
亦
蔵
也
」
と
あ
る
。

注
の
「
瞳
親
也
」
に
つ
い
て
は
、
信
公
二
十
四
年
の
偉
文
「
暗

近
尊
賢
」
等
の
控
に
、
同
文
が
み
え
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。

圃
其
誰
納
之
行
及
会
中
将
合

＠
「
会
中
」
は
、
せ
ま
い
道
で
あ
る
。

附
哀
公
十
四
年
の
停
文
「
失
道
於
会
中
」
の
注
に
「
会
中
狭
路
」

と
あ
る
。

圃
嬰
日
雀
慶
其
遁
我
鮮
虞
日
一
興
一
誰
能
憧
我

＠
遁
が
せ
ま
い
た
め
、
（
敵
は
）
多
勢
で
も
役
に
立
た
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

圃
逸
合
枕
轡
而
寝

＠
馬
を
な
く
す
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。

圃
食
馬
而
食
駕
市
行
出
会
中
謂
嬰
日
連
堀
之
崖
慶
之
衆

不
可
首
也
透
来
奔

＠
道
が
贋
い
た
め
、
（
敵
は
）
多
勢
を
使
え
る
か
ら
、
た
ち
う
ち
出

来
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

圃
崖
氏
側
妊
公
子
北
郭

＠
「
側
」
と
は
、
（
か
り
に
）
う
、
つ
め
た
の
で
あ
る
。
（
つ
ま
り
）
廟

で
殖
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

附
異
説
と
し
て
、
食
槌
『
茶
香
室
鰹
説
』
に
「
按
下
云
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士
孫
之
里
則
此
未
及
葬
也

E
側
亦
無
葬
埋
之
義
側
嘗
作
盟

側
従
則
聾
聖
従
即
聾
躍
記
王
制
篇
必
即
天
倫
鄭
註
田

町
或
作
則
則
輿
即
通
故
側
輿
盟
通
檀
弓
篇
夏
后
氏
聖

周
樟
文
作
即
云
本
叉
作
聖
然
則
古
本
左
停
或
是
即
字
未
可

知
也
監
荘
公
子
北
郭
乃
用
夏
后
氏
聖
周
之
法
檀
弓
日
有

虞
氏
瓦
棺
夏
后
氏
聖
周
殿
人
棺
榔
蓋
殿
以
前
有
棺
無
榔

有
虞
氏
瓦
棺
而
己
夏
后
氏
則
以
車
圏
緯
於
棺
之
外
鄭
注
目

火
熟
日
聖
焼
土
冶
以
周
於
棺
也
稗
文
引
何
云
冶
土
震
瓢

四
周
於
棺
檀
弓
叉
日
周
人
以
殿
人
之
棺
榔
葬
長
甥
以

夏
后
氏
之
聖
周
葬
中
高
周
下
宿
所
崖
氏
不
以
曜
葬
妊
公
選
其
棺

於
北
郭
用
聖
周
之
法
以
甑
周
棺
透
佐
葬
於
士
孫
之
里
故

云
聖
荘
公
子
北
郭
聖
字
隈
側
居
間
之
因
失
其
義
失
」
と
あ
り
、

ま
た
、
沈
欽
韓
『
春
秋
左
氏
停
補
注
』
に
「
士
冠
躍
注
側
猶
特

也
無
偶
日
側
呉
語
側
席
而
坐
章
昭
注
同
特
牲
韻
食
檀

注
側
殺
殺
一
牲
也
昏
檀
注
側
等
亦
言
無
元
酒
此
妊
公

之
靖
則
謂
有
棺
無
郁
也
杜
預
金
不
知
訓
故
」
と
あ
り
、
ま
た
、

洪
亮
吉
『
春
秋
左
停
詰
』
に
「
按
杜
注
側
窪
埋
之
今
致

側
字
無
此
義
訓
鄭
司
農
考
工
記
注
側
首
筋
灰
此
惇
義
亦
首

同
蓋
謂
不
以
正
葬
荘
公
也
後
漢
書
佳
亦
云
側
謂
凡
僑
不
正

也
」
と
あ
る
。

圃
丁
一
亥
葬
諸
士
孫
之
里

＠
「
士
孫
」
は
、
人
の
姓
で
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
里
の
名
に
し
た
の

で
あ
る
。
死
後
十
三
日
で
は
や
く
も
葬
り
、
（
規
定
の
）
五
箇
月

を
待
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

附
上
の
偉
文
に
「
乙
一
亥
公
開
崖
子
（
中
略
）
透
拭
之
」
と
あ
る
。
ま

た
、
隠
公
元
年
の
停
文
に
「
諸
侯
五
月
」
と
あ
る
。

圃
四
妻

＠
（
「
妻
」
は
）
喪
車
の
飾
り
で
、
諸
侯
は
六
妻
（
が
き
ま
り
）
で

あ
る
。

附
『
躍
記
』
躍
器
に
「
諸
侯
五
月
而
葬
三
重
六
翠
」
と
あ
る
の
を

参
照
。
ま
た
、
『
説
文
』
に
「
嬰
棺
羽
飾
也
天
子
八
諸
侯

六
大
夫
四
土
二
下
垂
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
不
陣

＠
「
陣
」
は
、
通
行
人
を
止
め
る
〔
先
梯
い
を
す
る
〕
こ
と
で
あ
る
。

附
『
周
種
』
隷
僕
「
掌
陣
宮
中
之
事
」
の
注
に
「
郵
司
農
云
陣
謂

止
行
者
清
道
若
今
時
倣
陣
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
下
車
七
柔
不
以
兵
甲

＠
「
下
車
」
は
、
迭
葬
の
車
で
あ
る
。
膏
は
、
茜
来
、
上
公
の
躍
に

依
っ
て
（
車
は
）
九
乗
で
あ
り
、
し
か
も
、
甲
兵
が
つ
い
て
い
た

の
だ
が
、
今
こ
こ
で
、
い
づ
れ
も
み
な
、
格
を
下
げ
た
の
で
あ
る
。

附
成
公
十
八
年
の
侍
文
「
葬
之
子
翼
東
門
之
外
以
車
一
乗
」
の
注

に
「
諸
侯
葬
車
七
乗
」
と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。

な
お
、
異
説
と
し
て
、
疏
に
「
服
度
云
下
車
遣
車
也
」
と
あ

り
、
ま
た
、
『
躍
記
』
檀
弓
下
「
君
之
逼
長
時
期
車
三
乗
」
の
疏
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に
「
服
注
云
上
公
饗
簡
九
牢
遣
車
九
乗
」
と
あ
る
。
ち
な
み

に
、
『
暗
記
』
雑
記
上
「
遣
車
覗
牢
具
」
の
注
に
「
遣
車
載
所

包
遣
実
而
臓
之
者
輿
」
と
あ
る
。

圃
音
俣
湾
自
沖

＠
「
沖
」
は
、
闘
〔
不
明
〕
で
あ
る
。

圃
舎
子
夷
儀
伐
肺
門
以
報
朝
歌
之
役

＠
「
朝
歌
の
役
」
は
、
二
十
三
年
に
あ
る
。
（
鰹
に
）
「
伐
膏
」
と
書

い
て
い
な
い
の
は
、
賢
人
が
出
迎
え
て
降
服
し
た
た
め
、
攻
撃
は

し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

附
二
十
三
年
の
停
文
に
「
膏
侯
透
伐
晋
取
朝
歌
」
と
あ
る
。

圃
膏
人
以
旺
公
説

＠
旺
公
を
試
し
た
こ
と
で
晋
に
申
し
聞
き
し
た
の
で
あ
る
。

胴
上
の
停
文
に
「
欲
試
公
以
説
子
音
」
と
あ
る
。

圃
使
隈
姐
請
成
慶
封
如
師

＠
慶
封
が
音
に
だ
け
使
い
し
、
諸
侯
に
は
通
達
し
な
か
っ
た
か
ら
、

（
鰹
に
）
書
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
「
姐
」
は
、
隈
朋
の
曾
孫

で
あ
る
。

附
信
公
九
年
の
惇
文
に
宗
門
隈
朋
帥
師
舎
秦
師
納
晋
恵
公
」
と
あ
る
。

圃
男
女
以
班
賂
音
侯
以
宗
器
祭
器

＠
「
宗
器
」
は
、
祭
杷
の
器
で
あ
る
。
「
楽
器
」
は
、
鍾
磐
の
類
で

あ
る
。

附
二
十
二
年
の
惇
文
「
重
之
以
宗
器
」
の
注
に
「
宗
廟
躍
繁
之
器

鍾
磐
之
層
」
と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。

圃
自
六
正

＠
三
軍
の
六
卿
〔
牌
・
佐
〕
で
あ
る
。

附
成
公
十
八
年
の
惇
文
「
師
不
陵
正
肱
不
偏
師
」
の
注
に
「
正

軍
将
命
卿
也
」
と
あ
る
。

圃
五
吏
三
十
帥

＠
「
五
吏
」
は
、
文
職
で
あ
り
、
「
三
十
帥
」
は
、
武
職
で
あ
り
、

い
づ
れ
も
み
な
、
軍
卿
の
層
官
で
あ
る
。

圏
三
軍
之
大
夫
百
官
之
正
長
師
旗

＠
「
百
官
の
正
長
」
は
、
葦
有
司
で
あ
る
。
「
師
肱
」
は
、
小
将
帥

で
あ
る
。

附
成
公
十
八
年
の
偉
文
「
師
不
陵
正
肱
不
信
師
」
の
注
に
「
師

二
千
五
百
人
之
帥
也
肱
五
百
人
之
帥
也
」
と
あ
る
。
な
お
、

そ
の
附
を
参
照
。

圃
及
慮
守
者
皆
有
賂

＠
い
つ
れ
も
み
な
、
男
女
を
贈
り
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。
「
慮
守
」

は
、
園
を
守
る
者
〔
留
守
居
役
〕
で
あ
る
。

附
異
説
と
し
て
、
疏
に
「
劉
舷
以
馬
男
女
以
班
示
降
服
於
晋
有

賂
者
皆
有
貨
財
賂
之
非
以
男
女
馬
賂
」
と
あ
る
。

圃
晋
侯
許
之

＠
晋
侯
は
贈
り
も
の
を
受
け
取
っ
て
か
え
っ
た
の
に
、
謙
っ
て
い
な
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い
の
は
、
斉
に
喪
が
あ
っ
た
た
め
、
師
は
ひ
き
あ
げ
て
首
然
だ
か

ら
で
あ
る
。

附
十
九
年
の
偉
文
に
「
晋
士
匂
慢
膏
及
穀
聞
喪
市
還

と
あ
る
。

圃
使
叔
向
告
於
諸
侯

＠
膏
が
降
服
し
た
こ
と
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

圃
公
使
子
服
恵
伯
封
日
君
含
有
罪
以
靖
小
園

君
聞
命
失

君
之
恵
也

圃
晋
侯
使
親
許
宛
浸
逆
衛
侯

＠
衛
の
献
公
は
、
十
四
年
に
、
膏
に
奔
っ
て
い
た
。

附
十
四
年
に
「
己
未
衛
侯
出
奔
野
」
と
あ
る
。

圃
将
使
衛
輿
之
夷
儀
崖
子
止
其
帯
以
求
五
鹿

＠
雀
秤
は
、
衛
の
五
鹿
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
か
ら
、
衛
侯
の
妻

子
を
費
に
留
め
て
、
質
〔
か
た
〕
に
し
た
の
で
あ
る
。

附
文
公
六
年
の
停
文
「
宣
子
使
央
制
迭
其
帯
」
の
佳
に
「
奴
巾

也
」
と
あ
る
。

圃
初
陳
侯
曾
楚
子
伐
鄭

＠
前
年
に
あ
る
。

附
二
十
四
年
に
「
多
楚
子
禁
侯
陳
侯
許
男
伐
餌
」
と
あ
る
。

圃
首
陳
障
者
井
埋
木
刊

檀－
也－妻

子 寡

＠
「
陸
」
は
、
径
〔
み
ち
〕
で
あ
り
、
「
埋
」
は
、
塞
〔
ふ
さ
ぐ
〕

で
あ
り
、
「
刊
」
は
、
除
で
あ
る
。

附
注
の
「
陸
径
也
」
に
つ
い
て
は
、
哀
公
十
三
年
の
停
文
「
六
月

丙
子
越
子
伐
呉
信
二
隠
」
の
注
に
「
陸
道
也
」
と
あ
る
。

註
の
「
埋
塞
也
」
に
つ
い
て
は
、
『
詩
』
魯
煩
〈
沖
水
〉
「
式
固

爾
猶
准
夷
卒
獲
」
の
疏
に
「
服
慶
云
埋
塞
」
と
あ
る
の
を

参
照
。
ま
た
、
『
圏
諸
問
』
音
語
六
「
夷
竃
埋
井
」
の
章
佳
に
「
埋

塞
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
な
お
、
十
四
年
の
惇
文
に
「
塞
井

夷
竃
」
と
あ
る
。

注
の
「
刊
除
也
」
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
上
に
あ
げ
た
詩
疏
「
服

度
云
埋
塞
」
の
つ
づ
き
に
「
刊
削
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
鄭
人
怨
之
六
月
鄭
子
展
子
産
帥
車
七
百
莱
伐
陳
育
突
陳
城

＠
「
突
」
は
、
穿
（
う
が
つ
〕
で
あ
る
。

附
陸
禁
『
左
停
附
注
』
に
「
突
鯛
也
衝
也
或
云
此
突
字

本
作
穴
若
漢
攻
大
宛
穴
其
城
者
故
杜
訓
馬
穿
也
」
と
あ
る
の

を
参
照
。
ま
た
、
焦
循
『
春
秋
左
惇
補
疏
』
に
「
突
宜
第
衝
突

杜
以
穿
解
之
者
虞
雅
竃
窓
謂
之
突
竃
有
窓
以
通
畑
気
則

穿
之
象
歎
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
透
入
之
陳
侯
扶
其
大
子
僅
師
奔
墓

＠
家
間
（
墓
地
〕
に
逃
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

附
注
の
「
家
」
は
、
諸
本
に
従
っ
て
、
「
家
」
に
改
め
る
。

圃
遇
司
馬
桓
子
日
載
余
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＠
陳
の
司
馬
で
あ
る
。

圃
日
将
巡
城

＠
公
を
載
せ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
、
城
の
巡
回
を
理
由
に
、
こ
と
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

圃
遇
買
獲

＠
「
買
獲
」
は
、
陳
の
大
夫
で
あ
る
。

圃

載

其

母

妻

下

之

而

授

公

車

公

日

合

市

母

鮮

日

不

鮮

＠
緊
急
時
で
も
、
男
女
の
匡
別
を
な
く
す
ま
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

圃
輿
其
妻
扶
其
母
以
奔
墓
亦
克
子
展
命
師
無
入
公
宮
輿
子
産

親
御
諸
門

＠
服
従
さ
せ
よ
う
と
し
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
略
奪
を
禁
じ
た
の
で

あ
る
。

圃
陳
侯
使
司
馬
桓
子
賂
以
宗
器
陳
侯
克
擁
枇

＠
「
克
」
と
は
、
喪
服
を
着
た
の
で
あ
り
、
「
擁
世
」
と
は
、
吐
の

主
〔
位
牌
〕
を
か
か
え
た
の
で
あ
る
。
（
つ
ま
り
）
服
従
を
示
し

た
の
で
あ
る
。

附
信
公
十
五
年
の
停
文
「
使
以
克
服
衰
経
逆
且
告
」
の
注
に
「
克

衰
経
遭
喪
之
服
」
と
あ
る
。

圃
使
其
衆
男
女
別
而
緊
以
待
於
朝

＠
「
紫
」
と
は
、
自
分
か
ら
と
ら
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
〔
わ
が
身
を

し
ば
っ
て
〕
、
命
を
待
っ
た
の
で
あ
る
。

附
信
公
三
十
三
年
の
偉
文
「
不
以
緊
臣
劇
界
鼓
」
の
佳
に
「
緊

囚
繋

也
」
と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。

圃
子
展
執
繁
而
見

＠
陳
侯
に
ま
み
え
た
の
で
あ
る
。

附
成
公
二
年
の
偉
文
「
韓
厭
執
繁
馬
前
」
の
注
に
「
繁

執
之
示
筒
臣
僕
之
職
」
と
あ
る
。

圃
再
拝
稽
首
承
飲
而
進
廠

＠
「
承
飲
」
と
は
、
鱒
〔
さ
か
づ
き
〕
を
さ
さ
げ
た
の
で
あ
る
。
（
つ

ま
り
）
臣
と
し
て
の
敬
を
失
わ
な
い
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

附
成
公
二
年
の
偉
文
に
「
再
拝
稽
首
奉
鱒
加
壁
以
進
」
と
あ
り
、

証
に
「
進
鱒
壁
亦
以
示
敬
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
十
六
年
の
惇

文
「
使
行
人
執
櫨
承
飲
造
子
子
重
」
の
注
に
「
承
奉
也
」
と

あ
る
。

圃
子
美
入
敷
停
而
出

＠
「
子
美
」
は
、
子
産
で
あ
る
。
獲
得
し
た
人
数
を
か
ぞ
え
た
だ
け

で
、
つ
れ
か
え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

圃
祝
破
吐
司
徒
致
民
司
馬
致
節
司
空
致
地
乃
還

＠
「
蔽
」
は
、
除
で
あ
る
。
「
節
」
は
、
兵
符
〔
軍
の
わ
り
ふ
〕
で

あ
る
。
陳
が
蹴
れ
た
か
ら
、
そ
の
衆
官
を
正
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

務
を
お
さ
め
さ
せ
て
、
陳
を
安
定
さ
せ
、
そ
の
上
で
ひ
き
あ
げ
た

の
で
あ
る
。

附
注
の
「
蹴
除
也
」
に
つ
い
て
は
、
信
公
六
年
の
惇
文
「
武
王
親

稗
其
縛
受
其
壁
而
誠
之
」
の
誼
に
「
紋
除
凶
之
曜
」
と
あ
る
。

馬
耕
由
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な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。

佳
の
「
節
兵
符
」
に
つ
い
て
は
、
文
公
八
年
の
侍
文
「
司
馬
握

節
以
死
」
の
注
に
「
節
園
之
符
信
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
史

記
』
規
公
子
惇
に
「
如
姫
果
盗
晋
都
兵
符
興
公
子
」
と
あ
る
の
を

参
照
。
注
の
「
陳
蹴
云
云
」
に
つ
い
て
は
、
疏
に
「
陳
園
既
蹴
致
使
官

司
藤
闘
民
人
分
散
符
節
失
亡
故
令
陳
之
司
徒
招
致
民
人

司
馬
集
致
符
節
司
空
検
致
土
地
使
各
依
其
菖
師
乃
週
還

也
」
と
あ
る
。
な
お
、
異
説
と
し
て
、
疏
に
「
服
度
以
居
眠
輿
司

徒
等
皆
是
陳
人
各
致
其
所
主
於
子
産
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
劉

舷
云
陳
園
既
斑
民
節
奥
地
非
復
陳
有
子
展
子
産
心
不
滅
陳

各
使
己
之
官
層
各
依
其
職
事
致
之
於
陳
（
中
略
）
諸
官
皆
鄭
人

在
軍
有
此
官
者
蓋
擢
使
描
馬
之
未
必
是
正
官
」
と
あ
る
。

圃
秋
七
月
己
巴
同
盟
子
重
丘
膏
成
故
也

＠
膏
を
伐
っ
て
、
「
同
盟
」
と
稿
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

膏
も
ま
た
同
盟
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

附
九
年
「
多
公
舎
晋
侯
宋
公
衛
侯
曹
伯
菖
子
邪
子
勝
子
醇
伯
杷
伯
小

郁
子
商
用
世
子
光
伐
鄭
十
有
二
月
己
一
亥
同
盟
子
戯
」
の
注
に
「
伐

鄭
市
書
同
盟
則
鄭
受
盟
可
知
」
と
あ
る
。
こ
こ
の
場
合
は
、
経

に
は
な
い
が
、
上
の
停
に
「
晋
侯
漕
自
沖
曾
子
夷
儀
伐
膏

以
報
朝
歌
之
役
」
と
あ
る
。

圃
超
文
子
第
政

＠
越
武
が
箔
匂
に
代
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

附
二
十
四
年
の
惇
文
に
コ
氾
宣
子
属
政
諸
侯
之
幣
重
」
と
あ
る
。

な
お
、
『
圏
諸
巴
晋
語
七
「
公
以
超
文
子
属
文
也
」
の
章
注
に
「
文

子
超
武
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
令
簿
諸
侯
之
幣
町
重
其
嘩

＠
丁
重
な
糟
に
よ
っ
て
諸
侯
を
待
遇
し
た
の
で
あ
る
。

圃
穆
叔
見
之
謂
穆
叔
日
自
今
以
牲
兵
其
少
明
失

＠
「
明
」
は
、
止
で
あ
る
。

附
成
公
十
六
年
の
停
文
「
憂
猫
未
明
」
の
注
に
「
明
息
也
」
と
あ

る
。
な
お
、
『
詩
』
小
雅
〈
河
水
〉
「
心
之
憂
矢
不
可
明
忘
」
の

毛
停
に
「
明
止
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ま
た
、
『
闘
記
巴
周

語
上
「
吾
能
明
一
誘
尖
乃
不
敢
言
」
の
章
注
に
「
明
止
也
」
と

あ
る
の
を
参
照
。

圏
一
肺
門
崖
慶
新
得
政
時
求
善
於
諸
侯
武
也
知
楚
令
晋
ノ

＠
「
令
晋
ノ
」
は
、
屈
建
で
あ
る
。

附
下
の
停
文
に
「
屈
建
震
令
戸
」
と
あ
る
。
な
お
、
疏
に
「
服
杜
皆

以
令
戸
馬
屈
建
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
若
敬
行
其
躍
道
之
以
文
節
以
靖
諸
侯
兵
可
以
明

＠
二
十
七
年
の
、
晋
と
楚
が
宋
で
盟
っ
た
こ
と
、
の
た
め
に
侍
し
た

の
で
あ
る
。
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附
二
十
七
年
に
「
夏
叔
孫
豹
舎
晋
超
武
楚
屈
建
禁
公
孫
婦
生
衛
石
悪

陳
孔
集
鄭
良
書
許
人
曹
人
子
宋
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
秋
七
月
辛

巳
豹
及
諸
侯
之
大
夫
盟
子
宋
」
と
あ
る
。

圃
楚
蓮
子
鴻
卒
屈
建
屑
令
戸

＠
「
屈
建
」
は
、
子
木
で
あ
る
。

附
下
の
停
文
に
「
楚
令
弄
子
木
伐
之
」
と
あ
る
。

圃
屈
蕩
馬
莫
数

＠
屈
建
に
代
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
宣
公
十
二
年
の
邸
の
戦
役
の
と
き
、

楚
に
屈
蕩
が
い
て
、
左
贋
の
車
右
を
つ
と
め
て
お
り
、
『
世
本
』

に
「
屈
蕩
は
屈
建
の
祖
父
で
あ
る
」
と
あ
る
。
い
ま
こ
こ
の
屈
蕩

は
、
こ
れ
と
同
姓
同
名
（
の
別
人
）
で
あ
る
。

附
二
十
二
年
の
偉
文
に
「
屈
建
儒
莫
殻
」
と
あ
る
。
ま
た
、
宣
公
十

二
年
の
惇
文
に
「
彰
名
御
左
虞
屈
蕩
昂
右
」
と
あ
る
。

圃
計
鳩
人
卒
叛

＠
前
年
に
、
離
叛
し
て
い
な
い
と
器
解
し
た
。

附
二
十
四
年
の
停
文
に
「
呉
人
魚
楚
舟
師
之
役
故
百
釘
鳩
人
釘

鳩
人
叛
楚
楚
子
師
子
荒
浦
使
枕
晋
ノ
害
輿
師
祁
整
譲
之
釘
鳩

子
敬
逆
二
子
而
告
無
之

E
請
受
盟
」
と
あ
る
。

な
お
、
洪
亮
吉
『
春
秋
左
侍
詰
』
に
「
諸
本
楚
字
皆
割
層
下
句

非
是
」
と
あ
る
。

圃
楚
令
芳
子
木
伐
之

及
離
城

＠
「
離
城
」
は
、
辞
鳩
の
城
で
あ
る
。

圃
呉
人
救
之
子
木
遁
以
右
師
先

＠
先
に
釘
鳩
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

園
子
彊
息
桓
子
捷
子
朝
子
孟
帥
左
師
以
退

＠
五
人
は
、
子
木
に
追
い
つ
か
な
い
う
ち
に
、
呉
と
遭
遇
し
て
、
退

い
た
の
で
あ
る
。

圃
呉
入
居
其
間
七
日

＠
楚
の
南
軍
の
聞
に
居
す
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

圃
子
彊
日
久
将
塾
随
随
乃
禽
也
不
如
連
載

＠
「
塾
随
」
と
は
、
水
雨
に
な
や
ま
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

附
成
公
六
年
の
惇
文
「
民
愁
則
塾
随
」
の
注
に
「
塾
随
覇
困
也
」

と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。

圃
請
以
其
私
卒
誘
之
簡
師
陳
以
待
我

＠
精
兵
を
え
り
す
ぐ
り
、
後
に
と
ど
ま
っ
て
障
を
た
て
よ
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

圃
我
克
則
進
奔
則
亦
覗
之

＠
形
勢
を
覗
て
、
救
助
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

圃
乃
可
以
見
不
然
必
馬
呉
禽
従
之
五
人
以
其
私
卒
先
撃
呉

師
呉
師
奔
登
山
以
望
見
楚
師
不
権
復
逐
之
侍
諸
其
軍

＠
呉
は
、
ひ
き
か
え
し
て
五
子
を
迫
い
、
そ
の
本
軍
に
達
し
た
の
で

あ
る
。

圃
簡
師
曾
之

呉
師
大
敗

透
固
辞
鳩

釘
鳩
潰
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＠
五
子
は
、
呉
の
師
を
敗
る
と
、
そ
の
ま
ま
進
ん
で
子
木
に
追
い
つ

き
、
い
っ
し
ょ
に
圃
ん
で
、
釘
鳩
を
減
し
た
の
で
あ
る
。

附
注
の
「
呉
子
」
の
「
子
」
は
、
諸
本
に
従
っ
て
、
「
師
」
に
改
め

る。
圃
衛
献
公
入
子
夷
儀

＠
下
の
、
夷
儀
か
ら
（
使
い
を
や
っ
て
）
甫
喜
と
話
を
し
た
こ
と
、

の
た
め
に
本
を
張
っ
た
の
で
あ
る
。

脚
下
の
停
文
に
「
衛
献
公
自
夷
儀
使
輿
宵
喜
壬
一
E
と
あ
る
。

圃
鄭
子
産
献
捷
子
音

＠
陳
に
入
っ
た
と
い
う
功
名
（
だ
け
）
を
献
じ
て
、
賓
際
の
停
虜
は

献
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

附
上
の
停
文
に
「
子
美
人
数
停
市
出
」
と
あ
り
、
注
に
「
但
敷
其

所
獲
人
数
不
時
以
蹄
」
と
あ
る
。
ま
た
、
下
の
偉
文
に
「
用
敢

献
功
」
と
あ
る
。

圃
戎
服
将
事

＠
「
戎
服
」
は
、
軍
肢
の
衣
で
、
朝
服
と
異
な
る
。

圃
晋
人
間
陳
之
罪
針
日
昔
虞
闘
父
局
周
陶
正
以
服
事
我
先
王

＠
「
悶
父
」
は
、
舜
の
後
育
で
あ
る
。
周
が
興
起
す
る
と
、
闘
父
は
、

武
王
の
陶
正
と
な
っ
た
。

圃
我
先
王
頼
其
利
器
用
也

血
（
其
紳
明
之
後
也

＠
舜
は
聖
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
「
紳
明
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ

る
附
『
易
』
繋
酔
上
に
「
聖
人
以
此
古
川
円
戒
以
紳
明
其
徳
夫
」
と
あ
る

の
を
参
照
。

圃
庸
以
元
女
大
姫
配
胡
公

＠
「
庸
」
は
、
用
で
あ
る
。
「
元
女
」
は
、
武
王
の
長
女
で
あ
る
。

「
胡
公
」
は
、
闘
父
の
子
の
満
で
あ
る
。

附
注
の
「
庸
用
也
」
に
つ
い
て
は
、
旺
公
十
四
年
の
惇
文
「
而
謀

召
君
者
庸
非
二
平
」
等
の
誼
に
、
同
文
が
み
え
る
。
な
お
、
そ

の
附
を
参
照
。

注
の
「
胡
公
闘
父
之
子
満
也
」
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
陳
世

家
に
「
陳
胡
公
満
者
虞
一
帝
舜
之
後
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
而
封
諸
陳
以
備
三
格

＠
周
は
、
天
下
を
得
る
と
、
夏
・
殿
二
王
の
後
育
を
封
じ
、
さ
ら
に
、

舜
の
後
育
を
封
じ
て
こ
れ
を
悟
と
呼
ん
だ
。
（
つ
ま
り
）
二
王
の

後
育
を
あ
わ
せ
れ
ば
三
園
〔
三
番
目
〕
と
な
り
、
（
一
方
）
そ
れ

に
封
す
る
槽
は
、
（
二
王
の
後
商
と
比
べ
て
）
や
や
降
格
し
、
敬

を
示
す
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
三
格
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

附
荘
公
十
六
年
「
久
ム
十
有
二
月
命
日
膏
侯
宋
公
陳
侯
衛
侯
鄭
伯
許
男
滑

伯
牒
子
同
盟
子
幽
」
の
注
に
「
陳
侯
介
於
二
大
国
之
間
而
震
三

格
之
客
」
と
あ
る
。
ま
た
、
疏
に
「
二
代
之
後
則
各
自
行
其
正

朔
用
其
躍
築
王
者
尊
之
深
也
舜
在
二
代
之
前
其
曜
時
降
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格
敬
也
封
其
後
示
敬
市
己
故
日
格
雄
遁
二
代
昂
三

其
二
代
不
偲
稿
悟
唯
陳
属
悟
耳
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
爾
雅
』

糟
詰
に
「
悟
敬
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
な
お
、
異
説
と
し
て
、

『
櫨
記
』
郊
特
牲
「
天
子
存
二
代
之
後
猶
尊
賢
也
尊
賢
不
遇

一
一
代
」
の
疏
に
引
く
許
慣
『
五
経
異
義
』
に
「
古
春
秋
左
氏
説

周
家
封
夏
殿
二
王
之
後
以
馬
上
公
封
黄
帯
莞
舜
之
後
謂
之

三
悔
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
瞳
記
』
集
記
に
「
武
王
克
殿
及

商
未
及
下
車
市
封
黄
一
帝
之
後
於
蔚
封
帯
莞
之
後
於
蹴
封

帯
舜
之
後
於
陳
」
と
あ
る
。

な
お
、
注
の
「
馬
一
園
」
の
「
一
」
は
、
諸
本
に
従
っ
て
、
「
一
一
こ

に
改
め
る
。

圃
則
我
周
之
自
出
至
子
今
是
頼

＠
陳
は
、
周
の
甥
で
あ
り
、
今
に
至
る
ま
で
周
の
徳
に
頼
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

附
成
公
十
三
年
の
侍
文
「
康
公
我
之
自
出
」
の
注
に
「
晋
外
甥
」

と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。
ま
た
、
顧
炎
武
『
日
知
録
』

〈
出
〉
に
「
爾
雅
男
子
謂
姉
妹
之
子
盛
岡
出
停
中
九
言
出
者

皆
是
外
甥
左
氏
妊
二
十
二
年
陳
属
公
禁
出
也
信
七
年

申
侯
申
出
也
成
十
三
年
康
公
我
之
白
出
（
註
菅
外
甥
）
裏

二
十
五
年
我
周
之
自
出
（
註
言
陳
周
之
甥
）
叉
桓
公
之
乱

禁
人
欲
立
其
出
二
十
九
年
膏
平
公
杷
出
也
三
十
一
年
菖

去
疾
奔
費
膏
出
世
展
輿
呉
出
也
昭
四
年
徐
子
呉
出
也

公
羊
文
十
四
年
俸
接
菌
音
出
也
寝
E
膏
出
也
史
記
秦
本
紀

膏
裏
公
之
弟
名
薙
秦
出
也
漢
書
五
行
志
王
子
量
楚
之
出

也
而
公
羊
裏
五
年
停
蓋
男
出
也
則
以
男
甥
属
男
出
失
（
後

漢
書
光
武
十
王
停
賓
太
后
及
憲
等
東
海
出
也
ご
と
あ
る
の
を

参
照
。
な
お
、
異
説
と
し
て
、
『
舎
筆
』
に
「
外
侮
作
陳
我
大
姫

之
後
也
自
出
言
自
周
而
出
輿
下
文
自
立
自
入
字
例
正
同

（
中
略
）
下
文
立
其
出
之
出
是
甥
也
此
出
不
容
説
甥
言
陳
之

出
自
周
家
也
」
と
あ
る
。

圃
桓
公
之
乱
察
人
欲
立
其
出

＠
陳
の
桓
公
飽
が
卒
し
た
と
き
、
陳
は
蹴
れ
た
。
事
は
、
魯
の
桓
公

の
五
年
に
あ
る
。
禁
の
「
出
」
は
、
桓
公
の
子
の
属
公
で
あ
る
。

附
桓
公
五
年
の
停
文
に
「
春
正
月
甲
成
己
丑
陳
侯
飽
卒
再
赴
也

於
是
陳
蹴
」
と
あ
る
。
ま
た
、
荘
公
二
十
二
年
の
侍
文
に
「
陳
属

公
禁
出
也
」
と
あ
る
。

圃
我
先
君
荘
公
奉
五
父
而
立
之

＠
「
五
父
」
は
、
佐
で
、
桓
公
の
弟
で
あ
る
。
（
五
父
が
）
大
子
見

を
殺
し
て
、
こ
れ
に
代
わ
っ
た
の
で
、
鄭
の
妊
公
は
、
そ
の
ま
ま

彼
を
君
位
に
つ
け
た
。

附
す
ぐ
上
の
附
に
あ
げ
た
桓
公
五
年
の
停
文
の
つ
づ
き
に
「
文
公
子

位
殺
大
子
克
而
代
之
」
と
あ
り
、
注
に
「
位
桓
公
弟
五
父
也
（
中

略
）
克
桓
公
大
子
」
と
あ
る
。

圃
禁
人
殺
之
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＠
自
八
刀
達
の
出
〔
外
甥
〕
を
立
て
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

附
上
の
偉
文
に
「
禁
人
欲
立
其
出
」
と
あ
る
。

圃
我
叉
輿
禁
人
奉
戴
属
公

＠
「
奉
戴
」
は
、
奉
事
と
同
じ
で
あ
る
。

圃
至
於
荘
宣
皆
我
之
自
立

＠
陳
の
「
荘
」
公
・
「
宣
」
公
は
、
い
づ
れ
も
み
な
、
属
公
の
子
で

あ
る
。

圏
夏
氏
之
蹴
成
公
播
蕩
叉
我
之
白
人
君
所
知
也

＠
「
播
蕩
」
と
は
、
居
場
所
を
失
っ
て
流
浪
す
る
こ
と
で
あ
る
。
宣

公
十
年
に
、
陳
の
夏
徴
訂
が
霊
公
を
拭
し
た
た
め
、
霊
公
の
子
の

成
公
は
、
音
に
奔
り
、
青
か
ら
、
鄭
に
た
よ
っ
て
（
陳
に
）
入
っ

た
附
宣
公
十
年
に
「
突
巳
陳
夏
徴
許
試
其
君
卒
園
」
と
あ
り
、
ま
た
、

同
十
一
年
の
惇
文
に
「
陳
侯
在
晋
」
と
あ
り
、
注
に
「
霊
公
子
成

公
午
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
圏
一
泊
巴
晋
語
二
に
「
隠
悼
播
越
託

在
草
奔
未
有
所
依
」
と
あ
り
、
章
注
に
「
播
散
也
越
遠

也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
昭
公
二
十
六
年
の
傍
文
に

「
蕊
不
穀
震
渥
播
越
蜜
在
剤
費
未
有
倣
底
」
と
あ
る
。

な
お
、
注
の
「
十
一
年
」
の
「
一
」
は
、
授
勘
記
に
従
っ
て
、
前

文
と
み
な
す
。

圃
今
陳
忘
周
之
大
徳
蔑
我
大
恵

陵
我
倣
邑
不
可
億
逗

棄
我
姻
親

介
博
楚
衆

以
1唇、

＠
「
一
億
」
は
、
度
〔
は
か
る
〕
で
あ
り
、
「
逗
」
は
、
蓋
で
あ
る
。

附
異
説
と
し
て
、
王
引
之
『
鰹
義
述
聞
』
に
「
家
大
人
日
杜
訓
億

昂
度
逗
魚
蓋
不
可
度
量
殊
馬
不
辞
今
案
信
者
満
也

逗
輿
盈
古
字
通
言
其
欲
不
可
満
盈
也
文
十
八
年
惇
日
侵
欲

崇
修
不
珂
盈
厭
一
意
輿
此
同
説
文
日
意
満
也
方
言
日

臆
満
也
漢
書
買
詰
博
日
好
悪
積
一
意
意
一
意
臆
詑
輿
億
同

是
億
局
満
也
左
氏
春
秋
昭
二
十
三
年
沈
子
浬
穀
梁
作
沈
子

盈
左
氏
停
禦
盈
史
記
作
禁
運
叉
昭
四
年
俸
浬
其
心
以
厚

其
毒
新
序
善
謀
篇
浬
作
盈
是
浬
即
盈
也
贋
雅
日
盈
臆

満
也
小
雅
楚
茨
篇
日
我
倉
既
盈
我
庚
維
億
易
林
乾
之

師
日
倉
盈
庚
億
漢
巴
郡
大
守
奨
敏
碑
日
持
満
億
盈
是
億

盈
皆
満
也
」
と
あ
る
。

圃
我
是
以
有
往
年
之
告

＠
鄭
伯
が
、
稽
首
し
て
晋
に
告
げ
、
陳
を
伐
つ
許
可
を
請
う
た
、
こ

と
を
い
う
。

附
二
十
四
年
の
停
文
に
「
是
行
也
鄭
伯
朝
昔
話
重
幣
故
且
請

伐
陳
也
郵
伯
稽
首
宣
子
酔
子
西
相
日
以
陳
園
之
介
侍

大
圏
市
陵
虐
於
敵
邑
寡
君
是
以
請
罪
罵
敢
不
稽
首
」
と
あ

る。
圃
未
獲
成
命

＠
ま
だ
陳
を
伐
つ
許
可
を
得
て
い
な
い
（
う
ち
に
）
。

圃
則
有
我
東
門
之
役
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＠
前
年
に
、
陳
が
、
楚
に
従
っ
て
、
鄭
の
東
門
を
伐
っ
た
。

附
二
十
四
年
の
停
文
に
「
多
楚
子
伐
鄭
以
救
膏
門
子
東
門
次
子

椋
津
」
と
あ
る
。
ま
た
、
上
の
偉
文
に
「
初
陳
侯
舎
楚
子
伐
郭
」

と
あ
る
。

圃
嘗
陳
隠
者
井
埋
木
刊
倣
巴
大
悟
不
一
競
而
恥
大
姫

＠
（
「
恥
大
姫
」
と
は
）
か
し
こ
く
も
（
算
き
）
大
姫
の
霊
を
辱
し

め
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

圃
天
誘
其
衷
啓
敵
巴
之
心

＠
「
啓
」
は
、
開
で
あ
る
。
我
々
の
心
を
聞
き
導
い
て
く
れ
た
か
ら
、

勝
利
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

附
注
の
「
啓
開
也
」
に
つ
い
て
は
、
信
公
二
十
三
年
の
停
文
「
天

之
所
啓
人
弗
及
也
」
等
の
注
に
、
同
文
が
み
え
る
。
な
お
、
そ

の
附
を
参
照
。

注
の
「
開
道
其
心
故
得
勝
」
に
つ
い
て
は
、
信
公
二
十
八
年
の

停
文
「
今
天
誘
其
衷
」
の
佳
に
「
衷
中
也
」
と
あ
る
。
な
お
、

『
詩
』
百
南
〈
野
有
死
曹
〉
「
吉
士
誘
之
」
の
毛
停
に
「
誘
道

也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ま
た
、
『
孔
子
家
語
』
正
論
解
「
天
誘

其
衷
」
の
王
謂
佳
に
「
誘
導
衷
善
也
天
導
其
善
大
克

陳
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
〔
つ
ま
り
、
注
の
「
道
」
は
、
停
の
「
誘
」

に
あ
た
り
、
注
の
「
心
」
は
、
惇
の
「
衷
」
と
「
心
」
に
あ
た
る
、

と
い
う
こ
と
〕
。

圃
陳
知
其
罪
授
手
子
我

用
敢
献
功

晋
人
日

何
故
侵
小

主t

目
先
王
之
命
唯
罪
所
在

＠
「
酔
」
は
、
誌
で
あ
る
。

附
『
孔
子
家
話
巴
正
論
解
「
先
王
之
命
惟
罪
所
在

の
王
粛
誼
に
「
昨
諒
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
且
昔
天
子
之
地
一
折

＠
千
里
四
方
で
あ
る
。

附
『
孔
子
家
五
巴
正
論
解
「

E
昔
天
子
一
折
」
の
王
覇
注
に
「
地
方

千
里
日
折
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
列
園
一
同

＠
百
里
四
方
で
あ
る
。

附
『
孔
子
家
一
拍
巴
正
論
解
「
列
園
一
同
」
の
王
粛
注
に
「
方
百
里
日

同
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
自
是
以
衰

＠
「
衰
」
は
、
差
降
〔
次
第
に
減
る
〕
で
あ
る
。

附
昭
公
三
十
二
年
の
停
文
に
「
遅
速
衰
序
」
と
あ
り
、
注
に
「
表

差
也
序
次
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
『
孔
子
家
詰
巴
正
論
解
「
自

是
以
表
」
の
王
甫
注
に
「
大
園
方
百
里
従
是
以
屑
差
伯
方
七

十
里
子
男
五
十
里
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
『
孟
子
』

蔦
草
下
に
「
天
子
之
制
地
方
千
里
公
侯
皆
方
百
里
伯
七
十

里
子
男
五
十
里
凡
四
等
」
と
あ
る
。

圃
今
大
圏
多
敷
折
失
若
無
侵
小
何
以
至
罵

服
針
日
我
先
君
武
妊
第
平
桓
卿
士
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＠
鄭
の
「
武
」
公
・
「
旺
」
公
は
、
周
の
「
平
」
王
・
「
桓
」
王
の
卿

士
を
つ
と
め
た
。

附
隠
公
三
年
の
偉
文
に
「
鄭
武
公
荘
公
馬
卒
王
卿
士
」
と
あ
る
。

圃
城
濃
之
役
文
公
布
命
日
各
復
嘗
職

＠
音
の
文
公
で
あ
る
。

圃
命
我
文
公
戎
服
輔
王
以
授
楚
捷
不
敢
康
王
命
故
也

＠
「
城
濃
」
は
、
信
公
二
十
八
年
に
あ
る
。

附
信
公
二
十
八
年
の
偉
文
に
「
丁
未
献
楚
倖
子
王
（
中
略
）
鄭
伯
停

王
用
卒
檀
也
」
と
あ
る
。

圃
士
荘
伯
不
能
詰

＠
「
士
妊
伯
」
は
、
士
弱
で
あ
る
。

附
九
年
の
偉
文
に
「
晋
侯
問
於
士
弱
」
と
あ
り
、
注
に
「
弱
士
渥

濁
之
子
荘
子
」
と
あ
る
。

圃
復
於
超
文
子
文
子
日
其
酔
順
犯
順
不
鮮
乃
受
之
多

十
月
子
展
相
鄭
伯
如
晋
拝
陳
之
功

＠
音
が
そ
の
功
績
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
に
拝
謝
し
た
の
で
あ

る。
圃
子
西
復
伐
陳
陳
及
郵
平

＠
前
回
は
、
陳
に
入
っ
た
け
れ
ど
も
、
服
従
さ
せ
た
だ
け
で
あ
っ
た

か
ら
、
あ
ら
た
め
て
伐
っ
て
、
和
平
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

附
粧
の
註
に
は
「
陳
描
未
服
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
の
誼
と
甑
酷
し
て

い
る
。

圃
仲
尼
日
志
有
之

＠
「
志
」
は
、
古
書
で
あ
る
。

附
『
孔
子
家
話
巴
正
論
解
「
孔
子
聞
之
謂
子
貢
日

王
甫
症
に
「
志
古
之
書
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
言
以
足
志
文
以
足
言

＠
「
足
」
は
、
成
と
同
じ
で
あ
る
。

附
『
孔
子
家
語
』
正
論
解
「
言
以
足
志
」
の
王
粛
註
に
「
言
以
足
成

其
志
」
と
あ
り
、
同
「
文
以
足
圭
一
E
の
王
覇
注
に
「
加
以
文
章

以
足
成
其
＝
＝
己
と
あ
る
の
を
参
照
。

圏
不
言
誰
知
其
志
言
之
無
文
行
而
不
遠

＠
一
臆
は
通
じ
る
け
れ
ど
も
、
遠
く
ま
で
は
と
ど
か
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

附
『
孔
子
家
五
巴
正
論
解
「
言
之
無
文
行
之
不
遠
」
の
王
覇
注
に

「
有
言
而
無
文
章
雄
行
而
不
遠
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
音
馬
伯
鄭
入
陳
非
文
融
不
属
功
慣
鮮
哉

＠
戸
の
く
る
る
や
石
弓
の
ひ
き
が
ね
（
つ
ま
り
、
物
の
要
所
）
の
動

か
し
方
が
、
祭
・
辱
を
左
右
す
る
（
『
易
』
繋
僻
上
〕
。

附
疏
に
引
く
都
玄
『
周
易
註
』
に
「
橿
戸
樋
也
機
脅
牙
也

戸
幅
之
毅
或
明
或
闇
響
牙
之
謹
或
中
或
否
以
誓
言
語
之

説
明
有
祭
有
辱
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

な
お
、
停
の
文
末
の
「
也
」
は
、
諸
本
に
従
っ
て
、
「
哉
」
に
改

め
る
。
ち
な
み
に
、
『
孔
子
家
語
』
正
論
解
に
「
非
文
僻
不
馬
功

志
有
之
」
の
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小
子
慣
哉
」
と
あ
る

圃
楚
鷲
掩
馬
司
馬

＠
鷲
子
高
の
子
で
あ
る
。

附
下
の
停
文
に
「
楚
子
以
減
釘
鳩
賞
子
木
辞
目
先
大
夫
鷲
子
之

功
也
以
輿
薦
掩
」
と
あ
り
、
注
に
「
往
年
楚
子
持
伐
釘
鳩
鷲

子
鴻
請
退
師
以
須
其
叛
楚
子
従
之
卒
獲
釘
鳩
故
子
木
闘
賞

以
輿
其
子
」
と
あ
る
。

圃
子
木
使
厄
賦

＠
「
厄
」
は
、
治
で
あ
る
。

附
『
圏
諸
問
』
魯
語
下
「
夜
厄
其
家
事
雨
後
即
安
」
の
章
注
に
「
厄

治
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

な
お
、
停
文
の
「
匠
」
は
、
諸
本
に
従
っ
て
、
「
木
」
に
改
め
る
。

圃
敷
甲
兵

＠
貼
検
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

附
九
年
の
偉
文
「
一
商
一
人
閲
其
耐
敗
之
嬢
」
の
注
に
「
閲
猶
敷
也
」
と

あ
る
。

圃
甲
午
鷲
掩
書
土
田

＠
土
地
の
逼
性
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

圃
度
山
林

＠
山
林
の
材
を
は
か
つ
て
、
園
の
用
に
供
し
た
の
で
あ
る
。

附
文
公
十
八
年
の
偉
文
「
事
以
度
功
」
の
注
に
「
度
量
也
」
と
あ
る
ロ

圃
鳩
薮
津

＠
「
鳩
」
は
、
棄
で
あ
る
〔
『
爾
雅
』
稗
詰
〕
。
薮
津
を
一
箇
所
に
ま

と
め
て
、
民
が
焼
い
て
だ
め
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
に
し
、

そ
れ
を
田
遡
の
場
所
に
あ
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

附
『
周
檀
』
津
虞
に
「
若
大
田
遡
則
東
津
野
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

な
お
、
異
説
と
し
て
、
陸
祭
『
左
停
附
注
』
に
「
鳩
緊
若
周

宮
津
虞
使
其
地
之
人
守
其
財
物
以
時
入
之
子
王
府
者
也
宣

専
以
備
田
猶
哉
」
と
あ
り
、
ま
た
、
王
引
之
『
鰹
義
述
聞
』
に
「
厳

津
乃
天
地
自
然
之
利
非
人
所
能
緊
而
成
之
也
不
得
云
緊
成
薮

津
鳩
首
謹
馬
究
爾
雅
度
究
謀
也
大
雅
皇
失
篇
日
愛

究
震
度
究
猶
度
也
度
山
林
究
薮
津
皆
取
相
度
之
義
鳩

究
二
字
皆
以
九
鋳
聾
小
雅
小
弁
篇
不
許
究
之
輿
属
馬
韻

則
究
讃
若
鳩
故
輿
鳩
逼
古
字
多
偲
借
後
人
失
其
讃
耳

究
鞍
津
者
度
其
出
賦
之
多
寡
故
下
文
透
云
量
入
惰
賦
非
以

備
田
強
也
」
と
あ
る
。

圃
排
京
陵

＠
「
緋
」
は
、
別
で
あ
る
。
非
常
に
高
い
所
を
「
京
」
と
い
う
。
大

き
な
お
か
を
「
陵
」
と
い
う
。
こ
れ
を
巨
別
し
て
、
墓
地
に
し
た

の
で
あ
る
。

附
誌
の
「
耕
別
也
」
に
つ
い
て
は
、
上
の
惇
文
「
男
女
排
姓
」
等

の
注
に
、
同
文
が
み
え
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。

注
の
「
紐
高
日
京
」
に
つ
い
て
は
、
『
爾
雅
』
稗
丘
に
「
紹
高
魚
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之
京
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

注
の
「
大
阜
日
陵
」
に
つ
い
て
は
、
『
爾
雅
』
稗
地
に
「
高
平
日

陸
大
陸
自
阜
大
阜
日
陵
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

注
の
「
別
之
以
儒
家
基
之
地
」
に
つ
い
て
は
、
信
公
三
十
二
年
の

惇
文
に
「
最
有
二
陵
駕
其
南
陵
夏
后
皐
之
墓
也
」
と
あ
る
。

圃
表
淳
歯

＠
「
淳
歯
」
は
、
や
せ
た
土
地
で
あ
る
。
し
る
し
を
立
て
て
、
そ
こ

の
賦
税
を
軽
く
し
た
の
で
あ
る
。

附
『
稗
名
』
碍
地
に
「
地
不
生
物
日
歯
函
櫨
也
如
蝿
火
慮
也
」

と
あ
る
の
を
参
照
。
ま
た
、
『
漢
書
』
食
貨
志
上
「
若
山
林
薮
津

原
陵
淳
歯
之
地
」
の
注
に
「
晋
灼
日
淳
重
也
白
鳥
函
之
田
不

生
五
穀
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

な
お
、
疏
に
「
買
達
云
淳
麟
也
」
と
あ
る
〔
な
お
、
技
勘
記

に
「
浦
鎧
正
誤
也
作
地
」
と
あ
る
〕
。

圃
敷
彊
療

＠
境
界
に
流
れ
や
水
た
ま
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、
計
算
し
て
、
そ
の

八
刀
の
租
税
を
減
ら
し
た
の
で
あ
る
。

附
疏
に
「
鄭
衆
以
昂
彊
界
内
有
水
療
者
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
な
お
、

異
説
と
し
て
、
疏
に
「
貰
達
以
彊
昂
彊
禁
填
塙
之
地
」
と
あ
り
、

ま
た
、
「
孫
蹴
讃
矯
彊
溌
注
云
砂
楳
之
田
也
」
と
あ
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
異
説
に
つ
い
て
は
、
李
胎
徳
『
春
秋
左
惇
買
服
注
輯
述
』

に
「
周
植
草
人
彊
繁
用
責
注
彊
葉
彊
堅
者
填
塙
准

南
子
原
道
訓
昔
舜
耕
子
歴
山
芽
年
市
田
者
雫
庖
填
塙
以
封

壌
肥
観
相
譲
填
本
作
暁
漢
書
景
一
帝
一
紀
郡
園
或
暁
限
無
所

農
桑
般
畜
注
暁
謂
暁
拍
痔
薄
也
買
以
彊
葉
訓
彊
填
塙
訓

涼
鄭
衆
以
馬
彊
界
内
有
水
漬
買
血
〈
之
異
者
以
山
川
敷
津
以

下
皆
封
翠
其
名
此
濁
言
一
揖
内
有
水
則
是
涼
一
名
失
故
不
同

之
以
填
涼
聾
相
近
因
以
填
塙
馬
訓
以
彊
嘆
類
相
従
也
」
と

あ
り
、
ま
た
、
王
引
之
『
鰹
義
述
聞
』
に
「
水
療
所
集
不
必
在

一
誼
界
且
上
文
之
山
林
薮
津
京
陵
淳
歯
下
文
之
値
諸
原
防
隈
皐

街
沃
皆
二
字
平
列
此
彊
源
不
慮
濁
異
鄭
衆
之
説
非
也
孫

蹴
讃
馬
彊
涼
蓋
彊
崎
之
謂
爾
雅
山
多
小
石
撒
郭
瑛
桂

云
多
一
遍
際
稗
文
彊
居
羊
反
引
｛
子
林
云
磯
也
説
文

際
小
石
也
玉
篇
崎
同
膿
力
的
切
衆
鰹
音
義
巻
八
引

通
俗
文
云
地
多
小
石
謂
之
彊
磯
是
彊
開
者
有
石
之
地

逸
周
書
文
停
篇
所
謂
礎
石
不
可
穀
樹
之
葛
木
以
属
綿
裕
以

居
間
材
用
者
也
不
可
樹
穀
故
計
敷
減
其
租
入
也
孫
説
盛
岡
長
」

と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
規
値
諸

＠
「
値
箱
」
は
、
低
棋
の
地
で
あ
る
。
そ
こ
の
水
の
た
ま
り
具
合
を

は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

附
異
説
と
し
て
、
『
周
躍
』
稲
人
「
以
荷
畜
水
」
の
注
に
「
玄
謂
僅

箱
者
畜
流
水
之
肢
也
」
と
あ
る
。

圃
町
原
防
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＠
贋
く
て
平
ら
な
と
こ
ろ
を
「
原
」
と
い
う
〔
『
爾
雅
』
蒋
地
〕
。
「
防
」

は
、
隈
で
あ
る
（
『
説
文
』
〕
。
隈
防
の
聞
の
土
地
は
、
井
田
の
よ

う
な
員
四
角
が
と
れ
な
い
か
ら
、
別
に
小
頃
町
〔
小
匝
董
〕
を
つ

く
っ
た
の
で
あ
る
。

附
疏
に
「
史
遊
急
就
篇
云
頃
町
界
畝
」
と
あ
る
。

圃
牧
隈
皐

＠
「
隈
皐
」
は
、
水
遁
の
低
濃
地
で
あ
り
、
（
そ
こ
を
）
放
牧
の
用

地
に
し
た
の
で
あ
る
。

附
桓
公
三
年
の
惇
文
「
逐
翼
侯
干
沿
隈
」
の
注
に
「
扮
隈
扮
水
遁
」

と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。
ま
た
、
『
詩
』
小
雅
〈
鶴
鳴
〉

「
鶴
鳴
子
九
皐
」
の
毛
停
に
「
皐
津
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
井
筒
沃

＠
「
市
沃
」
は
、
平
ら
で
肥
え
た
土
地
で
あ
る
か
ら
、
『
周
槽
』
の

よ
う
に
、
董
定
し
て
井
田
に
し
た
の
で
あ
る
。
六
尺
（
四
方
）
を

「
歩
」
と
い
い
、
歩
百
を
「
畝
」
と
い
い
、
畝
百
を
「
夫
」
と
い

い
、
九
夫
を
「
井
」
と
い
う
。

附
注
の
「
桁
沃
平
美
之
地
」
に
つ
い
て
は
、
疏
に
「
買
達
云
下

平
目
前
有
概
日
沃
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ま
た
、
『
園
話
巴
魯

語
下
「
沃
土
之
民
不
材
逸
也
」
の
章
注
に
「
沃
肥
美
也
」
と

あ
る
の
を
参
照
。

注
の
「
如
周
檀
制
以
屑
井
田
」
に
つ
い
て
は
、
『
周
躍
』
小
司
徒

に
「
乃
鰹
土
地
市
井
牧
其
田
野
」
と
あ
り
、
注
に
「
節
司
農
云

井
牧
者
春
秋
惇
所
謂
井
前
沃
牧
隈
皐
者
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

注
の
「
六
尺
属
歩
云
云
」
に
つ
い
て
は
、
疏
に
「
六
尺
魚
歩
以
下

皆
司
馬
法
之
文
」
と
あ
る
。
な
お
、
す
ぐ
上
に
あ
げ
た
『
周
檀
』

小
司
徒
の
つ
づ
き
に
「
九
夫
馬
井
」
と
あ
り
、
注
に
「
司
馬
法
日

六
尺
馬
歩
歩
百
屑
晦
晦
百
信
夫
夫
三
馬
屋
屋
三
筋

井
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

な
お
、
疏
に
「
自
度
山
林
以
下
至
此
有
九
事
責
達
以
魚
賦
税
差

品
其
注
云
山
林
之
地
九
夫
馬
度
九
度
市
首
一
井
也
鼓

津
之
地
九
夫
馬
鳩
八
鳩
市
富
一
井
也
京
陵
之
地
九
夫
属

耕
七
緋
而
嘗
一
井
也
淳
函
之
地
九
夫
馬
表
六
表
市
首
一

井
也
彊
潔
之
地
九
夫
員
数
五
敷
而
嘗
一
井
也
値
猪
之
地

九
夫
魚
規
四
規
而
嘗
一
井
也
原
防
之
地
九
夫
儒
町
三

町
而
嘗
一
井
也
隈
皐
之
地
九
夫
矯
牧
二
牧
而
嘗
一
井
也

桁
沃
之
地
畝
百
馬
夫
九
夫
昂
井
」
と
あ
る
。
こ
の
説
に
つ
い

て
は
、
『
周
檀
』
小
司
徒
「
乃
鰹
土
地
而
井
牧
其
田
野
」
の
註
に

「
玄
謂
隈
皐
之
地
九
夫
属
牧
二
牧
而
富
一
井
今
造
都
郡

授
民
固
有
不
易
有
一
易
有
再
易
通
率
二
市
嘗
一
是
之

謂
井
牧
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
量
入
筒
賦

＠
九
種
の
土
地
の
出
来
高
を
は
か
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賦
視
を
定
め

た
の
で
あ
る
。

圃
賦
車
籍
馬
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そ
の
毛
色
や
年
齢
を
登
録
し
て
、

軍
の
用
に
備
え

＠
「
籍
」
と
は
、

た
の
で
あ
る
。

附
『
舎
韮
』
に
「
疏

圃
賦
車
兵

＠
「
車
丘
（
」
は
、
甲
士
で
あ
る
。

圃
徒
兵

＠
歩
卒
で
あ
る
。

附
信
公
二
十
八
年
の
偉
文
「
徒
兵
千
」
の
注
に
「
徒
兵
歩
卒
」
と

あ
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。
な
お
、
異
説
と
し
て
、
疏
に
「
劉

怯
云
兵
者
鞍
器
車
上
甲
士
輿
歩
卒
所
執
兵
各
異
也
」
と
あ

る停
文
の
「
卒
」
は
、
諸
本
に
従
っ
て
、
「
兵
」
に
改
め
る
。
な
お
、

技
勘
記
を
参
照
。

圃
甲
楯
之
敷

＠
武
器
が
二
疋
の
敷
に
な
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

圃
既
成
以
授
子
木
曜
也

＠
園
を
治
め
る
檀
に
か
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
停
は
、

楚
が
興
起
し
た
わ
け
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

記
注
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
十
二
月
呉
子
諸
奨
伐
楚
以
報
舟
師
之
役

＠
「
舟
師
」
は
、
二
十
四
年
に
あ
る
。

附
二
十
四
年
の
停
文
に
「
夏
楚
子
属
舟
師
以
伐
呉
」
と
あ
る
。

圃
門
子
出
来

＠
由
来
の
門
を
攻
め
た
の
で
あ
る
。

制
妊
公
十
八
年
の
停
文
「
遂
門
子
楚
」
の
症
に
「
攻
楚
城
門
」
と
あ

る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。

圃
集
牛
臣
日
呉
王
勇
市
軽
若
啓
之
将
親
門

⑪
「
啓
」
は
、
門
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

附
上
の
惇
文
「
啓
倣
口
巴
之
心
」
の
注
に
「
啓
開
也
」
と
あ
る
。

圃
我
獲
射
之
必
撞

＠
「
殖
」
は
、
死
で
あ
る
〔
『
爾
雅
』
稗
詰
〕
。

附
隠
公
九
年
の
停
文
「
衷
戎
師
前
後
撃
之
墨
殖
」
等
の
注
に
、

同
文
が
み
え
る
。

圃
是
君
也
死
彊
其
少
安
従
之
呉
子
門
罵
牛
臣
隠
於
短
描
以

射

之

卒

附
停
文
の
「
彊
」
は
、
諸
本
に
従
っ
て
、
「
彊
」
に
改
め
る
。

( 80 ) 

圃
楚
子
以
減
釘
鳩
賞
子
木

掩
⑪
往
年
、
楚
子
が
釘
鳩
を
伐
と
う
と
し
た
と
き
、
鷲
子
恒
例
が
、
師
を

ひ
い
て
相
手
が
叛
く
の
を
待
つ
よ
う
進
言
し
、
楚
子
は
こ
れ
に
従

っ
た
た
め
、
結
局
、
野
鳩
を
獲
得
で
き
た
。
だ
か
ら
、
子
木
は
賞

を
辞
退
し
て
、
そ
の
子
に
輿
え
た
の
で
あ
る
。

附
二
十
四
年
の
停
文
に
「
呉
入
信
楚
舟
師
之
役
故

僻
日

先
大
夫
鷲
子
之
功
也

以
血
（
鷲

召
釘
鳩
人

釘



鳩
人
叛
楚
楚
子
師
子
荒
浦
使
沈
戸
蕎
輿
師
祁
埜
譲
之
釘
鳩

子
敬
逆
二
子
而
告
無
之

E
請
受
盟
二
子
復
命
王
欲
伐
之

蓮
子
日
不
可
彼
告
不
叛
且
請
受
盟
而
叉
伐
之
伐
無

罪
也
姑
蹄
息
民
以
待
其
卒
卒
而
不
震
吾
叉
何
求
若
猶

叛
我
無
僻
有
庸
乃
還
」
と
あ
り
、
ま
た
、
上
の
偉
文
に
「
辞

鳩
人
卒
叛
」
と
あ
る
。
な
お
、
上
の
停
文
「
楚
驚
掩
馬
司
馬
」
の

注
に
「
蔦
子
鴻
之
子
」
と
あ
る
。

圃
音
程
鄭
卒
子
産
始
知
然
明

＠
前
年
に
、
然
明
が
、
程
鄭
は
死
ぬ
だ
ろ
う
と
言
い
、
今
こ
こ
で
、

そ
の
言
葉
通
り
に
な
っ
た
か
ら
、
彼
の
人
物
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

附
二
十
四
年
の
惇
文
に
「
晋
侯
嬰
程
鄭
使
佐
下
軍
鄭
行
人
公
孫

揮
如
晋
鴨
程
鄭
問
罵
日
敢
問
降
階
何
由
子
羽
不
能
針

蹄
以
語
然
明
然
明
日
是
将
死
矢
不
然
将
亡
貴
而
知
憧

健
市
思
降
乃
得
其
階
下
人
而
己
叉
何
問
駕
且
夫
既
登

而
求
降
階
者
知
人
也
不
在
程
鄭
其
有
亡
費
平
不
然
其

有
惑
疾
牌
死
而
憂
也
」
と
あ
る
。

圃
問
震
政
罵
酎
日
現
民
如
子
見
不
仁
者
諒
之
如
鷹
鴎
之
逐

鳥
雀
也
子
産
喜
以
語
子
大
叔
且
日
他
日
吾
見
蔑
之
面

市
己

＠
「
蔑
」
は
、
然
明
の
名
で
あ
る
。

附
二
十
四
年
の
惇
文
「
子
羽
不
能
封

蹄
以
語
然
明
」
の
注
に
「
然

明
融
蔑
」
と
あ
る
。

圃
今
吾
見
其
心
矢
子
大
叔
問
政
於
子
産
子
産
日
政
如
農
功

日
夜
思
之
思
其
始
而
成
其
終
朝
夕
而
行
之
行
無
越
思

＠
思
い
、
そ
の
後
で
行
な
う
。

附
異
説
と
し
て
、
陸
禁
『
左
停
附
注
』
に
「
言
所
行
不
越
子
所
思
由

故
下
云
如
農
之
有
昨
」
と
あ
る
。

な
お
、
諸
本
に
従
っ
て
、
惇
文
の
「
タ
而
行
之
」
の
上
に
、
「
朝
」

の
字
を
補
う
。

圃
如
農
之
有
昨

＠
順
序
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

附
異
説
と
し
て
、
『
曾
筆
』
に
「
言
其
有
界
限
而
不
敢
蹄
越
即
上

文
行
無
越
思
之
輸
杜
云
有
次
不
切
」
と
あ
る
〔
な
お
、
こ
れ

は
、
す
ぐ
上
の
附
に
あ
げ
た
陸
築
設
に
も
と
づ
く
〕
。

圃
其
過
鮮
尖

( 81 ) 

圃
衛
献
公
自
夷
儀
使
輿
甫
喜
言

＠
固
に
か
え
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

附
註
の
「
翠
」
は
、
諸
本
に
従
っ
て
、
「
求
」
に
改
め
る
。

圃
甫
喜
許
之
大
叔
文
子
聞
之

⑪
大
叔
儀
で
あ
る
。

附
十
四
年
の
侍
文
に
「
衛
人
使
大
叔
儀
剖
」
と
あ
る
。

圃
日
烏
呼
詩
所
謂
我
肝
不
説
皇
価
我
後
者
慰
問
子
可
謂
不
他



其
後
失

＠
「
皇
」
は
、
暇
で
あ
る
。
「
詩
」
は
、
小
雅
（
小
弁
）
で
、
”
わ

が
身
さ
え
容
れ
ら
れ
な
い
朕
況
な
の
に
、
ど
う
し
て
子
孫
の
こ
と

ま
で
心
配
す
る
暇
が
あ
ろ
う
か
”
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
つ
ま

り
）
寄
子
が
、
必
ず
わ
が
身
に
禍
害
を
受
け
、
子
孫
の
こ
と
な
ど

心
配
で
き
な
い
、
こ
と
を
い
う
。

附
鄭
箸
に
「
故
自
決
云
我
身
向
不
能
自
容
何
暇
乃
憂
我
死
之
後

也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
都
風
〈
谷
風
〉
に
も
同
句

が
み
え
、
そ
の
毛
停
に
「
閲
容
也
」
と
あ
り
、
鄭
筆
に
「
軒

身

違

暇

価

憂

也

我

身

向

不

能

自

容

何

暇

憂

我

後

所

生
子
孫
世
」
と
あ
る
。

圃
将
可
平
哉
殆
必
不
可
君
子
之
行
思
其
終
也

＠
し
ま
い
ま
で
全
う
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
る
。

附
上
の
停
文
に
「
思
其
始
而
成
其
終
」
と
あ
る
。

圃
思
其
復
也

＠
く
り
か
え
し
行
な
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
考
え
る
。

圃
書
日
慣
始
而
敬
終
終
以
不
困

＠
逸
書
で
あ
る
。

附
荘
公
八
年
の
偉
文
「
夏
書
日
皐
陶
逼
種
徳
」
の
注
に
「
夏
書

逸
書
也
」
と
あ
る
。
な
お
、
そ
の
附
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
こ
こ

の
文
は
、
備
古
文
の
〈
察
仲
之
命
〉
に
拾
わ
れ
、
「
慣
厭
初
惟

厭
終
終
以
不
困
」
と
改
掛
宣
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
逸
周
書
』

常
訓
解
に
「
慎
微
以
始
而
敬
終

圃
詩
日
夙
夜
匠
解
以
事
一
人

＠
「
一
人
」
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
君
の
こ
と
を
晴
え
た
の
で
あ
る
。

附
文
公
三
年
の
侍
文
「
夙
夜
匪
解
以
事
一
人
孟
明
有
罵
」
の
注

に
「
詩
大
雅
美
仲
山
甫
也
一
人
天
子
也
」
と
あ
る
。

圃
今
宿
子
硯
君
不
如
奔
棋

＠
「
奔
」
は
、
園
棋
で
あ
る
。

附
『
説
文
』
に
「
奔
園
莱
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。
ま
た
、
『
方

ニ
一
日
』
第
五
に
「
園
葉
謂
之
奔
自
闘
而
東
歳
月
魯
之
間
皆
謂
之

奔
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

圃
其
何
以
克
平
奔
者
邸
中
棋
不
定
不
勝
其
棋
而
況
置
君
市
弗
定

乎
必
不
克
失
九
世
之
卿
族
一
翠
而
減
之
可
哀
也
哉

＠
筒
氏
は
、
衛
の
武
公
に
出
自
し
、
喜
ま
で
で
九
代
で
あ
る
。

乃
不
困
」
と
あ
る
。
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圃
舎
子
夷
儀
之
歳
費
人
城
那

＠
二
十
四
年
に
あ
る
。
軍
に
「
夷
儀
で
舎
し
た
（
歳
に
ご
と
言
わ

な
い
（
で
、
さ
ら
に
「
賢
人
が
姉
に
城
い
た
」
と
言
っ
て
い
る
）

の
は
、
二
十
五
年
の
夷
儀
の
舎
と
匡
別
す
る
た
め
で
あ
る
。

附
二
十
四
年
に
「
公
舎
晋
侯
宋
公
衛
侯
鄭
伯
曹
伯
菖
子
郁
子
牒
子
醇

伯
杷
伯
小
郁
子
子
夷
儀
」
と
あ
り
、
同
年
の
停
に
「
費
人
城
郊
」

と
あ
る
。
ま
た
、
二
十
五
年
に
「
公
舎
晋
侯
宋
公
衛
侯
鄭
伯
曹
伯

菖
子
邪
子
勝
子
醇
伯
妃
伯
小
郁
子
子
夷
儀
」
と
あ
る
。



な
お
、
健
文
の
「
郊
」
は
、
諸
本
に
従
っ
て
、
「
郊
」
に
改
め
る
。

圃
其
五
月
秦
音
信
成
晋
韓
起
如
秦
准
盟
秦
伯
車
如
晋
粒
盟

＠
「
伯
車
」
は
、
秦
伯
の
弟
の
錨
で
あ
る
。

附
二
十
六
年
の
偉
文
に
「
春
秦
伯
之
弟
鍋
如
晋
筒
成
」
と
あ
る
。

圃
成
市
不
結

＠
堅
固
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
こ
の
）
停
は
、

後
年
〔
二
十
六
年
〕
の
「
惰
成
」
の
た
め
に
本
を
起
こ
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
（
通
例
と
し
て
）
前
年
〔
二
十
五
年
〕
の
末
に
つ

づ
け
て
置
か
れ
る
は
ず
な
の
に
、
特
別
に
こ
こ
〔
二
十
六
年
の
始

め
〕
に
跳
ん
で
い
る
の
は
、
停
寓
の
際
に
ま
ち
が
え
た
の
で
あ
る
。

附
疏
に
「
丘
明
作
傍
使
文
勢
相
接
魚
後
年
之
事
而
年
前
謹
端

者
多
矢
文
十
年
停
云
厭
籍
之
舎
菓
子
逃
輯
十
一
年
云

楚
子
伐
襲
宣
十
一
年
俸
云
腐
之
役
鄭
伯
逃
開
十
二
年
間

云
楚
子
園
鄭
皆
偉
在
前
巻
之
末
橡
居
後
巻
之
始
此
馬
後

年
修
成
殺
其
前
成
不
結
其
事
輿
彼
相
類
不
宜
濁
載
巻
首
」

と
あ
り
、
ま
た
、
「
親
晋
儀
誼
需
章
表
別
起
行
頭
者
謂
之

跳
出
」
と
あ
る
。

な
お
、
こ
の
注
か
ら
、
杜
預
の
本
で
は
、
こ
こ
の
停
文
が
、
二
十

六
年
の
始
め
に
あ
っ
た
、
こ
と
が
わ
か
る
。

( 83 ) 


